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前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
十
二
月
、
寺
本
が
進
め

て
き
た
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
使
節
を
日
本
に
派
遣
す
る
計
画
は
中
止
さ
れ
た
。
代
わ
っ

て
類
似
の
工
作
を
引
き
継
ぐ
よ
う
な
形
に
な
っ
た
の
は
、
西
本
願
寺
の
学
僧
で
あ
る

青
木
文
教
（
一
八
八
六
―
一
九
五
六
年
）
で
あ
っ
た （

�）。

要
旨

本
稿
は
前
号
掲
載
分
と
合
わ
せ
て
一
八
九
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
代
を
中
心
に
、

チ
ベ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
日
本
の
諜
報
工
作
活
動
の
実
態
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
回

明
ら
か
に
し
た
の
は
、
①
一
八
九
七
年
か
ら
一
九
〇
二
年
に
か
け
て
外
務
省
、
参
謀
本

部
の
チ
ベ
ッ
ト
関
与
は
初
歩
的
段
階
に
あ
り
、
そ
れ
を
反
映
し
て
成
田
安
輝
の
活
動
は

質
量
と
も
に
レ
ベ
ル
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
か
っ
た
が
、
②
こ
の
点
は
一

九
〇
六
年
か
ら
〇
八
年
に
お
い
て
参
謀
本
部
の
福
島
安
正
の
支
援
を
受
け
た
寺
本
婉
雅

に
よ
っ
て
飛
躍
的
に
改
善
、
克
服
さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
今
回
は
③
と
し
て
、
一

九
一
三
年
か
ら
一
六
年
に
か
け
て
ラ
サ
に
滞
在
し
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
十
三
世
の
顧
問
を

つ
と
め
た
青
木
の
情
報
収
集
は
、
そ
れ
以
前
に
寺
本
が
地
な
ら
し
を
行
っ
て
い
た
だ
け

に
や
は
り
質
の
高
い
も
の
と
な
っ
た
こ
と
、
た
だ
し
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
依
頼
を
受
け
て

イ
ギ
リ
ス
ま
た
は
日
本
か
ら
機
関
銃
の
購
入
を
め
ざ
す
と
い
う
青
木
の
協
力
工
作
は
日

本
を
警
戒
す
る
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
、
イ
ン
ド
政
庁
の
反
対
に
あ
っ
て
成
功
し
な
か
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

�チ
ベ
ッ
ト
、
日
本
、
情
報
、
成
田
安
輝
、
寺
本
婉
雅
、
青
木
文
教
、
福

島
安
正
、
青
木
宣
純
、
矢
島
保
治
郎

目
次

は
じ
め
に

一
チ
ベ
ッ
ト
の
国
際
的
位
置
関
係

二
第
一
次
諜
報
工
作
と
成
田
安
輝

三
第
二
次
諜
報
工
作
と
寺
本
婉
雅
…
…
…
…
以
上
前
号
掲
載

四
第
三
次
諜
報
工
作
と
青
木
文
教

お
わ
り
に
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八
九
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一
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青
木
は
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
一
月
よ
り
三
年
間
ラ
サ
に
滞
在
し
、
ダ
ラ
イ
・

ラ
マ
の
教
学
顧
問
（
教
学
参
謀
部
部
員
）
を
つ
と
め
な
が
ら
現
地
の
社
会
を
実
地
に

観
察
し
、
帰
国
後
も
チ
ベ
ッ
ト
研
究
を
続
け
、
一
九
四
〇
年
代
は
外
務
省
、
陸
軍
へ

の
協
力
を
行
い
（
四
一
年
よ
り
外
務
省
調
査
部
員
、
四
四
年
よ
り
陸
軍
専
任
嘱
託
）、

第
二
次
世
界
大
戦
後
は
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
民
間
情
報
教

育
局
（
C
IE

:
C
iv
il

In
fo
rm

a
tio

n
a
n
d
E
d
u
ca

tio
n
a
l
S
ectio

n
）
に
勤
務
し
た

ほ
か
、
東
京
大
学
講
師
を
つ
と
め
た
。
一
九
一
〇
年
代
、
青
木
は
西
本
願
寺
の
大
谷

光
瑞
法
主
の
指
導
下
に
、
基
本
的
に
は
チ
ベ
ッ
ト
研
究
に
従
事
し
た
が
、
そ
の
か
た

わ
ら
チ
ベ
ッ
ト
に
関
す
る
諜
報
工
作
活
動
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
大
別
す
る

と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

�チ
ベ
ッ
ト
留
学
生
ツ
ァ
ワ
・
テ
ィ
ト
ゥ
ル
（

T
sa
w
a

T
ritru

l）
の
送
迎
（
一
九
一
一
―
一
二
年
）、

�ラ
サ
に
お
け
る
情
報
収
集
と
チ
ベ
ッ

ト
政
府
へ
の
支
援
（
一
九
一
三
―
一
六
年
）
、

�チ
ベ
ッ
ト
政
府
の
機
関
銃
購
入
支

援
工
作
（
一
九
一
六
年
）
で
あ
る
。
こ
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
高
本
康
子
氏
の
優
れ

た
研
究
が
言
及
し
て
お
り
、
拙
稿
は
同
氏
の
成
果
を
大
い
に
参
考
と
し
つ
つ
、
諜
報

と
工
作
と
い
う
別
の
角
度
か
ら
検
討
を
加
え
、
と
く
に

�の
機
関
銃
購
入
支
援
工
作

に
つ
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
の
資
料
を
合
わ
せ
み
な
が
ら
、
そ
こ
に
新
た
な
光
を
当
て
て

み
た
い
。

ま
ず

�チ
ベ
ッ
ト
留
学
生
ツ
ァ
ワ
・
テ
ィ
ト
ゥ
ル
の
送
迎
（
一
九
一
一
―
一
二
年
）

で
あ
る （

�）。
青
木
は
光
瑞
の
命
に
よ
り
イ
ン
ド
仏
教
史
蹟
調
査
に
従
事
し
た
際
、
一
九

一
〇
年
三
月
に
ダ
ー
ジ
リ
ン
で
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
に
謁
見
し
て
光
瑞
の
意
向
を
伝
え
、

五
台
山
に
お
け
る
合
意
事
項
で
あ
っ
た
留
学
生
交
換
を
具
体
的
な
計
画
に
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
。
以
来
、
青
木
は
た
び
た
び
法
王
に
面
会
し
、
世
界
の
大
勢
を
説
き
、

日
本
が
信
頼
で
き
る
こ
と
、
ま
た
高
僧
を
日
本
に
留
学
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
告
げ
た
。

そ
の
結
果
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
寵
臣
で
学
僧
と
し
て
も
最
上
級
の
栄
誉
を
得
た
高
位

ラ
マ
の
ツ
ァ
ワ
・
テ
ィ
ト
ゥ
ル
が
日
本
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
一
一

年
、
青
木
は
テ
ィ
ト
ゥ
ル
と
そ
の
従
者
二
名
を
引
率
し
て
日
本
へ
向
か
っ
た
が
、
そ

の
際
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
、
清
の
三
国
の
思
惑
を
は
ば
か
り
、
チ
ベ
ッ
ト
人
た
ち
は

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ま
で
日
本
人
に
変
装
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
日
本
船
に
乗
り
換
え
て

か
ら
は
モ
ン
ゴ
ル
人
名
を
名
乗
っ
た
。
同
年
五
月
、
日
本
に
到
着
し
た
彼
ら
は
ま
ず

西
本
願
寺
、
つ
い
で
光
瑞
の
六
甲
の
別
邸
・
二
楽
荘
に
入
り
、
留
学
生
世
話
係
と
し

て
つ
け
ら
れ
た
多
田
等
観
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
日
本
語
を
学
び
、
翌
年
ま
で
滞
在

し
た
。
テ
ィ
ト
ゥ
ル
と
光
瑞
は
日
本
や
辛
亥
革
命
な
ど
の
情
報
を
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
に

頻
繁
に
送
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
日
本
、
チ
ベ
ッ
ト
間
で
年
来
の
課
題
で
あ
っ
た
留
学
生
、
使
節
の
日

本
派
遣
計
画
は
、
ツ
ァ
ワ
・
テ
ィ
ト
ゥ
ル
の
来
日
と
い
う
形
で
一
挙
に
実
現
し
た
の

で
あ
る
。
寺
本
の
挫
折
か
ら
約
二
年
半
後
、
そ
の
蒔
い
た
種
が
西
本
願
寺
の
光
瑞
、

青
木
、
多
田
に
よ
っ
て
開
花
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
ツ
ァ
ワ
・
テ
ィ
ト
ゥ

ル
の
滞
日
中
、
福
島
中
将
は
参
謀
次
長
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
件
に
ど
の
程
度
関
与
し

た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
福
島
は
翌
一
九
一
二
年
に
関
東
都
督
と
な
り
、

一
四
年
に
大
将
に
昇
進
す
る
と
と
も
に
後
備
役
と
な
っ
た
た
め
、
チ
ベ
ッ
ト
工
作
か

ら
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
辛
亥
革
命
に
と
も
な
う
チ
ベ
ッ
ト
の
情
勢
変
化
に
と
も
な
い
ツ
ァ
ワ
・

テ
ィ
ト
ゥ
ル
に
召
喚
命
令
が
届
い
た
た
め
、
一
九
一
二
年
一
月
、
青
木
（
お
よ
び
多

田
）
は
ツ
ァ
ワ
・
テ
ィ
ト
ゥ
ル
一
行
に
付
添
い
、
神
戸
か
ら
イ
ン
ド
に
向
け
て
出
航

チベットをめぐる日本の諜報活動と秘密工作

―175（ 2）―



し
、
十
月
に
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
行
在
所
が
お
か
れ
た
チ
ュ
ン
コ
ル
ヤ
ン
ツ
ェ
に
到
着

し
、
さ
ら
に
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
一
月
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
と
そ
の
行
列
と
と
も

に
ラ
サ
に
入
っ
た
。
ツ
ァ
ワ
・
テ
ィ
ト
ゥ
ル
を
送
り
届
け
た
青
木
は
、
今
度
は
自
身

が
留
学
生
と
な
り
、
以
後
三
年
間
を
当
地
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。

次
に

�ラ
サ
に
お
け
る
情
報
収
集
と
チ
ベ
ッ
ト
政
府
へ
の
支
援
（
一
九
一
三
―
一

六
年
）
で
あ
る
。
ま
ず
情
報
収
集
に
つ
い
て
見
て
お
く
。
ラ
サ
で
青
木
は
日
課
の
勉

学
以
外
に
、
上
流
社
会
に
身
を
置
き
、
社
交
の
世
界
で
頻
繁
に
行
わ
れ
る
様
々
な
行

事
に
参
加
し
、
ラ
サ
の
活
き
た
社
会
を
実
地
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た （

�）。
そ
う
し
た
中

で
青
木
は
「
予
は
あ
る
期
間
あ
る
筋
の
秘
密
任
務
に
も
従
事
し
て
お
っ
た
」
と
回
想

し
て
い
る （

�）。
こ
の
「
あ
る
筋
」
と
は
参
謀
本
部
で
あ
り
、
秘
密
任
務
と
は
諜
報
活
動

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
青
木
の
集
め
た
チ
ベ
ッ
ト
情
報
の
一
端
は
『
秘
密
の
国
西

蔵
遊
記
』
の
中
に
散
見
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
彼
が
参
謀
本
部
の
依
頼
を
受
け
て
作
成

し
た
報
告
書
を
先
学
が
発
見
、
翻
刻
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
調
査
事
項
報
告
第
壱
号
」

（
大
正
三
年
二
月
一
日
）、「
調
査
報
告
第
弐
号
」（
年
月
日
記
載
な
し
）
の
二
部
か
ら

成
り
、
ラ
サ
に
入
っ
て
か
ら
一
年
間
の
う
ち
に
青
木
が
集
め
た
情
報
の
内
容
を
具
体

的
に
明
ら
か
に
す
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。『
秘
密
の
国
西
蔵
遊
記
』
の
記
述
と
一

部
重
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
詳
細
で
あ
り
、
何
よ

り
も
ま
ず
参
謀
本
部
へ
の
報
告
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
点
が
重
要
で
あ
る （

�）。

た
だ
し
青
木
は
そ
の
た
め
に
チ
ベ
ッ
ト
全
土
を
踏
査
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

情
報
源
は
チ
ベ
ッ
ト
政
府
の
調
査
公
報
、
当
局
者
談
、
一
般
の
説
、
青
木
自
身
の
観

測
推
測
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た （

�）。
報
告
書
を
作
成
し
た
時
点
で
彼
は
ラ
サ
、
シ
ガ
ツ
ェ

の
二
都
市
以
外
の
各
地
を
巡
り
歩
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
未
踏
査
の
地
域
に

つ
い
て
は
そ
れ
ら
を
旅
行
し
た
経
験
の
あ
る
商
人
な
ど
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
依
存

し
た （

�）。
「
調
査
事
項
報
告
第
壱
号
」
は
「
調
査
報
告
第
弐
号
」
と
合
わ
せ
て
「
第
一

回
調
査
」
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
新
た
に
発
生
す
る
事
件
の
調
査
、
第
一
回
を
補

足
す
る
も
の
、
お
よ
び
未
完
了
の
も
の
は
す
べ
て
こ
れ
を
「
再
調
査
」
に
お
い
て
ご

報
告
申
し
上
げ
る
と
の
断
り
書
き
が
第
弐
号
に
記
さ
れ
て
い
る （

�）。

こ
の
二
つ
に
わ
た
る
調
査
報
告
書
の
内
容
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
の
動
向
に
は

じ
ま
り
、
宗
教
、
行
政
、
軍
隊
、
道
路
河
川
、
通
信
、
日
本
人
へ
の
感
情
、
風
俗
習

慣
、
各
都
市
の
状
況
、
新
疆
方
面
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
動
向
、
中
国
官
憲
の
近
況
、

資
源
と
そ
の
将
来
性
、
添
付
写
真
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
本
稿
の

問
題
意
識
か
ら
い
っ
て
も
っ
と
も
重
要
で
あ
る
の
は
「
調
査
事
項
報
告
第
壱
号
」
の

冒
頭
第
一
項
に
掲
げ
ら
れ
た
「
英
露
両
国
対
蔵
計
画
の マ
マ近

況
及
ビ
其
勢
力
扶
植
ノ
情

況
等
」
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
が
チ
ベ
ッ
ト
に
対
し
て
い
か
な
る
計
画
を
も

ち
、
ど
れ
く
ら
い
の
勢
力
を
扶
植
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
参
謀

本
部
の
知
り
た
い
最
優
先
事
項
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
参
謀

本
部
は
青
木
に
「
成
ル
可
ク
具
体
的
ニ
事
実
ヲ
摘
記
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
希
望
ス
」
と

指
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
青
木
の
報
告
の
ポ
イ
ン
ト
を
以
下
に
摘
記
す
る
が
、
読
み

や
す
さ
を
考
慮
し
て
小
見
出
し
以
外
は
で
き
る
だ
け
現
代
語
に
改
め
、
カ
ッ
コ
を
つ

け
て
文
意
を
補
足
し
た
。

第
一
項

英
露
両
国
対
蔵
計
画
の マ
マ近

況
及
ビ
其
勢
力
扶
植
ノ
情
況
等

第
一

英
国
対
蔵
計
画
ノ
近
況
及
ビ
勢
力
扶
植
ノ
状
況

	

中
央
（
拉


）
ニ
於
ケ
ル
英
国
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・
ラ
サ
に
お
い
て
具
体
的
な
勢
力
の
存
在
は
認
め
ら
れ
な
い
。
英
人
ま
た
は
英
国

の
代
表
者
で
駐
在
す
る
者
は
な
く
、
チ
ベ
ッ
ト
政
府
に
正
式
に
指
導
政
治
を
行
っ

て
い
る
形
跡
も
見
ら
れ
な
い
。

・
た
だ
し
英
国
の
潜
在
力
を
示
す
も
の
と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
政
府
の
諸
官
は
こ
と
ご

と
く
親
英
派
で
英
国
の
指
導
を
仰
ご
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
親
露
、
親
日
、

親
支
派
は
消
滅
し
た
。
し
か
し
ダ
ラ
イ
法
王
の
態
度
は
比
較
的
慎
重
で
、
英
国

に
の
み
盲
頼
す
る
と
い
う
わ
け
は
な
い （

�）。

�

地
方
ニ
於
ケ
ル
英
国
ノ
近
況

・
英
国
の
勢
力
地
で
以
下
の
よ
う
に
極
力
設
備
を
施
し
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
。
ギ
ャ

ン
ツ
ェ
に
約
百
名
収
容
可
能
の
兵
営
を
新
築
し
、
将
校
一
名
、
軍
医
一
名
、
英

印
兵
約
五
十
名
、
商
務
官
一
名
が
駐
在
す
る
。
パ
ー
リ
に
商
務
官
一
名
、
チ
ュ

ン
ビ
に
商
務
官
一
名
、
将
校
一
名
、
軍
医
一
名
、
英
印
兵
約
五
十
名
が
駐
在
す

る
。
他
方
、
シ
ガ
ツ
ェ
に
は
英
人
、
英
国
の
具
体
的
勢
力
は
見
ら
れ
な
い
。

・
〔
ヤ
ン
グ
ハ
ズ
バ
ン
ド
遠
征
の
際
〕
兵
站
基
地
と
な
っ
た
イ
ン
ド
の
シ
リ
グ
リ

か
ら
国
境
ヤ
ー
ト
ン
を
経
て
、
チ
ュ
ン
ビ
、
パ
ー
リ
、
ギ
ャ
ン
ツ
ェ
ま
で
の
道

路
を
改
築
し
、
車
道
の
全
通
す
る
日
も
遠
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

・
イ
ン
ド
北
東
国
境
の
ア
ー
ボ
ー
ル
地
方
、
ミ
リ
地
方
に
お
い
て
、
英
国
の
勢
力

範
囲
内
で
道
路
、
鉄
道
、
兵
舎
の
新
築
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
と
に
国

境
は
従
来
の
チ
ベ
ッ
ト
国
内
に
著
し
く
食
い
込
ん
で
い
る
模
様
で
あ
る （

�）。

第
二
露
国
ノ
対
蔵
計
画
ノ
近
況
及
勢
力
扶
植
ノ
近
況

�

中
央
（
拉

�）
ニ
於
ケ
ル
露
国

・
具
体
的
に
表
に
現
れ
た
も
の
は
な
い
。
ロ
シ
ア
人
、
ロ
シ
ア
代
表
者
の
公
然
駐

在
す
る
者
は
い
な
い
。
英
国
と
と
も
に
英
露
協
商
を
実
行
し
て
い
る
の
は
明
ら

か
で
あ
る
。

・
か
つ
て
は
ド
ル
ジ
ェ
フ
な
ど
が
い
た
が
、
今
は
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
が
個
人
と
し
て

彼
ら
を
媒
介
者
に
露
帝
と
親
交
を
結
び
、
と
き
ど
き
秘
密
の
往
復
が
あ
る
ほ
か

は
、
チ
ベ
ッ
ト
政
府
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
勢
力
は
ほ
と
ん
ど
認
め
る
理
由
が
な

い （

�）。

・
チ
ベ
ッ
ト
政
府
が
英
化
し
た
結
果
、
露
の
勢
力
も
英
の
次
位
に
下
り
、
チ
ベ
ッ

ト
に
対
す
る
英
露
の
暗
闘
は
速
や
か
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ

る
。

�

地
方
ニ
於
ケ
ル
露
国

・
特
筆
す
べ
き
も
の
を
認
め
な
い
。
英
露
協
商
の
た
め
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
チ
ベ
ッ

ト
へ
の
道
路
お
よ
び
鉄
道
計
画
の
実
施
は
遠
い
未
来
の
こ
と
で
あ
り
、
イ
ギ
リ

ス
の
チ
ュ
ン
ビ
鉄
道
計
画
に
比
べ
て
望
み
は
な
お
遠
い
よ
う
で
あ
る
。

右
の
よ
う
に
青
木
は
ラ
サ
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
が
目
立
っ
た
進
出
を
し

て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
地
方
に
お
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
が
利
権
の
あ
る
地
域
に
施
設
を

整
備
す
る
一
方
、
ロ
シ
ア
は
浸
透
の
形
跡
を
示
し
て
い
な
い
と
し
た
。
以
上
を
述
べ

た
上
で
青
木
は
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い
る
。
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・
こ
れ
を
要
す
る
に
英
露
両
国
と
も
に
自
国
の
発
展
防
衛
上
、
チ
ベ
ッ
ト
を
併
呑

し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
チ
ベ
ッ
ト
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
英
露
両
国

の
勢
力
防
衛
上
の
一
分
銅
〔
お
も
り
、
比
較
の
基
準
〕
で
あ
る
。

・
ロ
シ
ア
は
法
王
に
金
銭
、
宝
玉
類
を
、
イ
ギ
リ
ス
は
文
明
の
実
用
品
を
献
上
す

る
の
を
常
と
す
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
政
府
は
利
の
ほ
か
に
目
が
な
く
、
利
を
も
っ

て
す
れ
ば
い
か
ん
と
も
な
し
得
る
。
チ
ベ
ッ
ト
人
は
恩
威
を
も
っ
て
す
れ
ば
き

わ
め
て
制
御
し
や
す
い
民
で
あ
り
、
恩
威
を
並
べ
て
行
え
ば
、
チ
ベ
ッ
ト
は
あ

げ
て
そ
の
掌
中
に
帰
す
だ
ろ
う
。

・
ダ
ラ
イ
法
王
の
侍
従
の
一
人
に
よ
れ
ば
、
目
下
チ
ベ
ッ
ト
は
百
人
の
良
好
な
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
得
る
よ
り
も
、
一
挺
の
兵
銃
を
要
す
る
時
代
で
あ
る
と
い
う
。

チ
ベ
ッ
ト
を
経
営
し
よ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
、
こ
の
言
を
等
閑
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
信
ず
る
。

右
の
よ
う
に
青
木
は
結
論
づ
け
る
。
先
に
英
露
の
目
立
っ
た
進
出
は
な
い
と
し
て

お
き
な
が
ら
、
両
国
と
も
に
チ
ベ
ッ
ト
併
呑
を
め
ざ
す
の
は
明
ら
か
だ
と
い
う
の
は

唐
突
の
感
が
あ
り
、
論
理
的
に
矛
盾
し
て
い
る
。
現
状
は
ど
う
で
あ
れ
、
い
ず
れ
二

国
は
チ
ベ
ッ
ト
併
合
を
め
ざ
す
と
い
う
点
が
大
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

チ
ベ
ッ
ト
を
取
る
、
取
ら
な
い
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
に
お
け
る
英
露
の
勢
力
バ
ラ
ン
ス

が
決
定
さ
れ
る
、
し
か
も
利
に
つ
ら
れ
や
す
い
チ
ベ
ッ
ト
政
府
は
英
露
の
買
収
に
よ
っ

て
そ
の
支
配
下
に
落
ち
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で

チ
ベ
ッ
ト
は
兵
銃
を
求
め
て
お
り
、
こ
の
点
は
チ
ベ
ッ
ト
経
営
を
め
ざ
す
者
に
と
っ

て
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。
青
木
は
暗
に
、
チ
ベ
ッ
ト
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
た
け
れ
ば
彼
ら
が
必
要
と
し
て
い
る
兵
銃
を
援
助
す
べ
き
だ
と
注
意
を
促
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。

青
木
は
自
己
の
利
益
を
優
先
し
が
ち
な
チ
ベ
ッ
ト
人
が
他
国
に
影
響
さ
れ
や
す
い

点
を
説
く
が
、
こ
の
チ
ベ
ッ
ト
人
の
私
利
私
欲
性
は
報
告
書
の
中
で
く
り
返
し
指
摘

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
チ
ベ
ッ
ト
人
に
は
死
を
顧
み
な
い
仏
教
的
精
神
、
忠
君
愛
国

の
精
神
が
認
め
ら
れ
な
い
（
第
三
項
）
、
政
・
官
界
で
は
賄
賂
が
横
行
し
、
政
務
官

は
他
利
と
い
う
こ
と
を
ま
っ
た
く
解
さ
な
い
（
第
五
項
）
、
上
は
怠
惰
放
逸
に
安
ん

じ
、
下
は
奮
闘
向
上
の
精
神
が
な
く
、
上
下
不
一
致
で
愛
国
尊
王
の
心
は
露
も
な
い

（
第
十
一
項
）
と
い
う
の
で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
で
は
公
の
た
め
に
尽
く
す
精
神
が
見
ら
れ
な
い
だ
け
で
な
く
、
軍
隊
も

脆
弱
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
の
兵
力
状
況
は
以
下
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い

る
。第
六
項

西
蔵
軍
隊
ノ
状
況
殊
ニ
蕃
兵
ノ
価
値
及
支
那
軍
隊
ノ
状
況

・
徴
集
兵
約
三
千
人
（
ラ
サ
千
人
、
シ
ガ
ツ
ェ
千
人
、
ギ
ャ
ン
ツ
ェ
五
百
人
、
テ

ン
グ
リ
五
百
人
）
が
年
一
回
検
閲
点
呼
を
受
け
る
。
不
足
の
場
合
は
僧
兵
を
召

集
す
る
が
、
定
数
は
な
い
。

・
右
以
外
に
「
十
八
六
十
」
兵
が
あ
る
。
下
流
民
男
子
は
十
八
歳
か
ら
六
十
歳
ま

で
出
兵
に
し
た
が
う
義
務
が
あ
り
、
現
在
、
新
式
兵
約
二
千
人
、
旧
式
兵
約
一
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万
五
千
人
の
出
兵
実
力
を
有
す
る
。

・
新
式
ラ
イ
フ
ル
銃
は
単
発
ま
た
は
五
連
発
で
、
合
計
二
、
三
千
に
達
す
る
。
新

式
銃
に
は
清
露
独
英
米
の
古
い
銃
や
日
本
の
三
十
年
式
歩
兵
銃
と
騎
兵
銃
も
あ

る
が
、
新
品
は
き
わ
め
て
少
数
で
あ
る
。

・
政
府
の
銃
工
場
で
毎
月
平
均
一
挺
の
割
合
で
兵
銃
を
作
っ
て
い
る
が
、
火
力
は

強
い
も
の
で
は
な
い
。
新
式
の
弾
薬
は
外
国
か
ら
密
輸
し
、
ま
た
は
チ
ベ
ッ
ト

で
模
造
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
教
官
不
足
の
た
め
中
隊
以
上
の
兵
員
を
養
成
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
教
練
は
日

本
の
小
学
生
の
よ
う
に
幼
稚
で
あ
る
。
戦
闘
法
は
統
一
あ
る
指
揮
の
下
に
行
わ

れ
る
の
で
は
な
く
各
個
人
の
戦
闘
で
あ
り
、
戦
略
、
戦
術
も
き
わ
め
て
幼
稚
で

ほ
と
ん
ど
児
戯
に
類
す
る
。

・
中
央
チ
ベ
ッ
ト
の
シ
ナ
兵
が
駆
逐
さ
れ
た
の
は
チ
ベ
ッ
ト
人
が
強
い
た
め
で
は

な
く
、
シ
ナ
人
の
無
能
と
補
給
杜
絶
の
た
め
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
東
部
の
カ
ム

で
は
約
千
人
の
シ
ナ
兵
と
ほ
ぼ
同
数
の
チ
ベ
ッ
ト
軍
が
戦
闘
中
で
あ
る
が
、
勝

敗
が
つ
か
な
い
状
況
か
ら
い
っ
て
シ
ナ
軍
は
強
大
な
も
の
で
は
な
い
。

右
の
記
述
か
ら
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
に
対
し
て
チ
ベ
ッ
ト
の
防
衛
力
が
い
か
に
貧

弱
な
も
の
で
あ
る
か
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
周
辺
大
国
が
攻
め
込
め
ば
簡
単
に

占
領
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
チ
ベ
ッ
ト
は
四
方
を
高
山
に
囲
ま
れ
た
要
害
の
地

で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
侵
略
は
可
能
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
青
木
は
第
七
項
「
西
蔵

内
道
路
ノ
状
況
等
」
に
お
い
て
、
チ
ベ
ッ
ト
は
天
険
に
恵
ま
れ
、
道
路
河
川
に
難
が

あ
る
に
せ
よ
、
侵
攻
は
可
能
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
青
木
の
報
告
書
は
以
下
の
よ
う
な
有
様
を
描
き
出
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
①
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
は
現
時
点
で
は
チ
ベ
ッ
ト
に
勢
力
を
拡
大
し
て
は

い
な
い
、
②
し
か
し
い
ず
れ
チ
ベ
ッ
ト
を
併
呑
す
る
で
あ
ろ
う
、
③
そ
れ
な
の
に
チ

ベ
ッ
ト
人
は
利
己
的
で
自
分
の
国
を
守
ろ
う
と
い
う
精
神
を
も
た
ず
、
④
軍
隊
は
小

規
模
で
訓
練
、
戦
闘
法
も
き
わ
め
て
幼
稚
で
あ
り
、
⑤
天
険
の
利
を
生
か
し
て
も
外

部
か
ら
の
侵
略
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
で
チ
ベ
ッ
ト
人
は
日
本
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
十
項
「
西
蔵
人
ノ
外
人
ニ
対
ス
ル
意
向
、
殊
ニ
日
本
人
ニ
対
ス
ル
感
情
等
詳
細
」

に
よ
る
と
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
を
は
じ
め
チ
ベ
ッ
ト
上
流
社
会
の
見
方
は
、
日
本
人
は

温
良
で
才
智
に
富
み
、
勤
勉
清
潔
だ
が
、
個
人
主
義
で
チ
ベ
ッ
ト
の
国
利
の
た
め
に

事
業
を
起
こ
す
勇
志
が
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
忠
告
提
案
と
も
に
巧
み
で
あ
る
が
、

一
片
の
実
力
を
も
っ
て
他
を
利
す
る
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本

は
口
先
だ
け
で
具
体
的
な
行
動
を
伴
わ
ず
、
真
に
チ
ベ
ッ
ト
を
助
け
よ
う
と
し
て
い

な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
彼
ら
は
日
本
に
何
を
望
む
の
か
と
い
う
と
、
①

日
本
政
府
の
代
表
者
派
遣
、
②
軍
事
一
切
お
よ
び
最
新
式
の
武
器
に
関
す
る
留
学
生

の
養
成
、
文
明
武
器
の
輸
出
、
同
武
器
を
チ
ベ
ッ
ト
で
つ
く
る
た
め
の
設
備
、
お
よ

び
そ
の
種
の
教
師
派
遣
、
所
要
資
材
の
輸
出
な
ど
に
関
す
る
日
本
政
府
ま
た
は
私
人

の
援
助
、
③
工
業
、
鉱
業
、
農
業
に
関
す
る
実
力
的
援
助
（
鉱
山
調
査
家
で
な
く
実
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際
に
発
掘
、
採
集
し
て
実
用
に
供
す
る
人
）
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
チ
ベ
ッ

ト
の
た
め
に
実
利
を
は
か
る
篤
志
家
が
も
っ
と
も
畏
敬
、
感
謝
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
有
志
家
が
チ
ベ
ッ
ト
人
と
同
種
・
同
教
で
あ
れ
ば
チ
ベ
ッ
ト
の
経
営
者
と
し
て

最
適
で
あ
り
、「
恩
と
威
」
を
も
っ
て
臨
む
こ
と
が
で
き
る
と
青
木
は
強
調
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
青
木
は
参
謀
本
部
の
要
望
に
応
じ
て
チ
ベ
ッ
ト
情
報
を
収
集
し
て

報
告
し
た
。
参
謀
本
部
は
さ
ら
に
調
査
の
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
の
か
、
あ
る
い

は
青
木
と
直
接
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
ろ
う
と
し
た
の
か
、
報
告
書
が
作
成
さ
れ
て
か
ら

半
年
余
り
後
、
イ
ン
ド
駐
在
武
官
の
建
川
美
次
大
尉
を
ラ
サ
に
派
遣
し
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
イ
ン
ド
政
庁
は
建
川
に
よ
る
ラ
サ
地
方
へ
の
旅
行
申
請
を
「
許
可
ス
ル
ヲ
得

ス
」
と
し
て
却
下
し
た
た
め
、
こ
の
も
く
ろ
み
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
イ
ン
ド
政
庁

の
拒
絶
を
知
っ
た
参
謀
次
長
・
明
石
元
二
郎
中
将
は
「
此
際
強
テ
該
旅
行
ヲ
実
施
ス

ル
ノ
必
要
ヲ
認
メ
ス
」
と
し
て
計
画
を
取
り
止
め
、
参
考
ま
で
に
外
務
省
に
も
こ
の

結
果
を
通
報
す
る
こ
と
に
し
た （

�）。

右
に
見
た
よ
う
に
チ
ベ
ッ
ト
で
情
報
収
集
を
行
っ
た
青
木
は
、
そ
れ
と
と
も
に
ダ

ラ
イ
・
ラ
マ
、
チ
ベ
ッ
ト
政
府
を
支
援
す
る
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
一
九
一
二
年
十

月
、
青
木
が
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
行
在
所
が
置
か
れ
た
チ
ュ
ン
コ
ル
ヤ
ン
ツ
ェ
に
着
い

た
と
き
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
が
青
木
に
「
最
も
切
に
」
希
望
し
た
の
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の

新
制
軍
を
訓
練
す
べ
き
教
官
を
日
本
よ
り
招
聘
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
青
木
は
、
日
本
政
府
が
た
だ
ち
に
そ
の
要
求
に
応
ず
る
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、

法
王
の
希
望
を
「
そ
の
筋
」
に
報
告
す
る
こ
と
は
差
支
え
な
い
旨
を
述
べ
た
。
す
る

と
法
王
か
ら
日
本
の
陸
軍
で
使
用
し
て
い
る
各
種
の
教
範
操
典
類
を
全
部
そ
ろ
え
て

寄
贈
せ
よ
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
青
木
は
す
ぐ
に
「
某
方
面
」
に
注
文
を
発

し
た
と
こ
ろ
、
約
五
ヵ
月
後
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
法
王
の
手
許
に
達
し
、
そ
の
う
ち

歩
兵
操
典
の
翻
訳
が
真
先
に
始
め
ら
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
教
官
の
派
遣
は

行
わ
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
は
一
般
国
民
教
育
の
新
制
度
を
定
め
る

際
、
日
本
の
制
度
に
範
を
と
る
た
め
、
青
木
に
日
本
で
採
用
さ
れ
た
普
通
教
育
に
関

す
る
書
籍
と
小
中
学
校
の
教
科
書
全
部
の
取
り
寄
せ
を
依
頼
し
た
。
青
木
は
こ
の
件

に
つ
い
て
も
「
そ
の
筋
」
に
交
渉
し
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
無
効
に
帰
し
た
の
で
、
カ

ル
カ
ッ
タ
に
滞
在
中
の
西
本
願
寺
派
遣
僧
・
藤
谷
晃
道
の
尽
力
を
得
て
入
手
し
、
五

ヶ
月
余
り
で
す
べ
て
が
法
王
の
下
に
到
着
し
、
青
木
は
ラ
サ
滞
在
中
に
初
等
学
制
創

設
の
任
に
当
た
っ
た （

�）。

先
に
青
木
が
参
謀
本
部
を
「
あ
る
筋
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
類
推
で
き
る
よ

う
に
、
こ
こ
で
い
う
「
そ
の
筋
」
「
某
方
面
」
も

や
は
り
参
謀
本
部
を

指
す
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
青
木
は
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
希
望
を

参
謀
本
部
に
伝
え
、
そ
れ
に
対
し
て
参
謀
本
部
は
教
範
操
典
類
の
送
付
は
承
諾
し
た

が
、
教
官
の
派
遣
と
小
中
学
校
教
科
書
の
送
付
は
行
わ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
教
官
派
遣
を
避
け
た
と
い
う
こ
と
は
、
国
際
関
係
の
機
微
に
触
れ
る
チ
ベ
ッ
ト

支
援
を
少
な
く
と
も
人
目
に
触
れ
る
形
で
は
行
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う （

�）。

つ
づ
い
て

�チ
ベ
ッ
ト
政
府
の
機
関
銃
購
入
支
援
工
作
（
一
九
一
六
年
）
を
見
て

み
た
い
。
一
九
〇
五
年
の
四
川
軍
に
よ
る
カ
ム
地
方
進
撃
、
一
〇
年
の
ラ
サ
侵
攻
以

来
、
軍
事
力
の
脆
弱
な
チ
ベ
ッ
ト
に
と
っ
て
、
チ
ベ
ッ
ト
軍
の
近
代
化
、
優
秀
な
武

器
の
入
手
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
一
九
一
二
年
五
月
の
時
点
で
「
ニ
イ
ジ
ャ

ン
」
と
名
の
る
チ
ベ
ッ
ト
人
が
カ
ル
カ
ッ
タ
の
日
本
総
領
事
館
に
対
し
て
援
助
を
求

め
て
き
た （

�）。
柴
田
要
治
郎
総
領
事
代
理
は
内
密
に
こ
の
人
物
と
会
見
し
た
が
、
彼
の
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伝
え
る
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
①
日

本
が
チ
ベ
ッ
ト
を
保
護
下
に
置
く
の
は
可
能
か
。
大
臣
会
議
に
お
い
て
清
国
兵
を
チ

ベ
ッ
ト
よ
り
駆
逐
し
、
で
き
れ
ば
モ
ン
ゴ
ル
と
同
様
に
独
立
を
布
告
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
た
が
、
清
が
も
し
優
勢
の
援
軍
を
派
遣
す
れ
ば
独
力
で
抵
抗
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
、
「
日
本
ハ
同
種
ノ
好
ヲ
以
テ
援
助
ヲ
西
蔵
ニ
致
シ
場
合
ニ
依
リ
テ
ハ

之
ヲ
其
保
護
ノ
下
ニ
置
ク
ノ
意
嚮
ヲ
ユ
ウ
セ
サ
ル
ヘ
キ
カ
」
。
②
日
本
か
ら
チ
ベ
ッ

ト
へ
の
武
器
弾
薬
輸
出
を
黙
認
し
て
く
れ
な
い
か
。
武
器
弾
薬
の
不
足
が
チ
ベ
ッ
ト

防
御
上
の
最
大
弱
点
な
の
で
外
国
よ
り
輸
入
を
行
い
た
い
が
、
イ
ギ
リ
ス
は
ロ
シ
ア

と
の
協
約
〔
英
露
協
商
〕
を
重
ん
じ
て
厳
正
中
立
を
守
り
、
軍
需
品
の
イ
ン
ド
国
境

通
過
を
許
さ
な
い
。
ロ
シ
ア
は
イ
ギ
リ
ス
に
気
兼
ね
し
て
い
る
の
で
、
唯
一
の
方
法

は
日
本
よ
り
購
入
し
、
モ
ン
ゴ
ル
経
由
で
運
搬
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
経
由
で
モ
ン
ゴ
ル
に
鉄
道
で
入
れ
る
の
が
も
っ
と
も
便
利
だ
が
、
ロ
シ
ア
の
容
認

を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
日
本
の
黙
諾
の
下
に
満
洲
の
あ
る
地
点
よ
り
モ
ン
ゴ
ル
に
入

れ
た
い
。
な
お
希
望
す
る
武
器
は
小
銃
三
千
な
い
し
五
千
挺
と
そ
れ
に
伴
う
弾
薬
で

あ
る
。
以
上
二
点
に
つ
い
て
こ
の
使
者
は
柴
田
総
領
事
代
理
に
可
否
を
尋
ね
た （

�）。

そ
れ
に
対
し
て
柴
田
は
、
①
の
チ
ベ
ッ
ト
軍
援
助
、
チ
ベ
ッ
ト
保
護
化
に
つ
い
て

は
事
が
重
大
で
自
分
は
言
明
す
る
地
位
に
な
い
が
、
私
見
を
も
っ
て
見
れ
ば
、
日
本

政
府
は
清
の
事
変
に
非
干
渉
主
義
を
声
明
し
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
と
は
同
盟
関
係
に
あ

る
た
め
、
西
蔵
独
立
運
動
に
援
助
を
与
え
、
甚
だ
し
き
は
こ
れ
を
日
本
の
保
護
下
に

置
く
よ
う
な
意
向
が
あ
る
と
は
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
②
の
日
本
か
ら
チ
ベ
ッ

ト
へ
の
武
器
弾
薬
輸
出
の
黙
認
に
つ
い
て
は
、
日
本
政
府
は
中
立
の
態
度
を
と
る
た

め
、
そ
れ
を
黙
許
す
る
こ
と
は
甚
だ
難
し
い
。
も
っ
と
も
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
私

立
会
社
で
武
器
の
取
引
を
な
す
者
が
あ
る
の
で
、
本
官
個
人
の
資
格
で
便
宜
を
は
か

る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
考
慮
し
て
お
く
。
と
り
あ
え
ず
柴
田
総
領
事
代
理
は
こ
の

よ
う
に
返
答
す
る
と
と
も
に
、
外
務
本
省
に
訓
電
を
要
請
し
た （

�）。
こ
れ
に
対
し
て
内

田
康
哉
外
相
は
「
先
方
申
出
ノ
二
点
何
レ
ニ
対
シ
テ
モ
何
等
援
助
ヲ
与
ヘ
得
ベ
キ
限

ニ
ア
ラ
ザ
ル
ニ
付
其
意
味
ニ
テ
程
能
ク
挨
拶
セ
ラ
ル
ベ
シ
」
と
返
電
し
た （

�）。
こ
の
よ

う
に
当
時
の
外
務
省
は
国
際
関
係
上
、
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
政
治
的
関
与
、
軍
事
的
支
援

は
行
わ
な
い
方
針
で
あ
っ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
と
政
治
的
な
関
係
を
も
と
う
と
し
な
い
外

務
省
の
姿
勢
に
つ
い
て
、
の
ち
に
青
木
は
「
日
本
は
絶
対
に
西
蔵
に
関
係
す
る
こ
と

を
忌
避
し
て
い
る
」、「
と
に
か
く
い
か
な
る
種
類
の
問
題
で
あ
ろ
う
と
も
、
チ
ベ
ッ

ト
に
関
す
る
限
り
断
然
手
を
触
れ
ま
い
と
す
る
」
の
が
日
本
当
局
の
堅
き
方
針
で
あ
っ

た
と
嘆
き
を
交
え
な
が
ら
述
べ
て
い
る （

�）。

一
九
一
四
年
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
は
じ
ま
る
と
、
チ
ベ
ッ
ト
政
府
は
イ
ギ
リ
ス

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
気
を
取
ら
れ
て
い
る
間
に
、
中
国
が
チ
ベ
ッ
ト
に
新
た
な
軍
事
行

動
を
起
こ
す
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
た
。
そ
こ
で
イ
ギ
リ
ス
に
援
助
を
要
請
し
た
結

果
、
同
年
イ
ギ
リ
ス
は
、
チ
ベ
ッ
ト
政
府
の
求
め
に
応
じ
て
五
千
挺
の
ラ
イ
フ
ル
銃

と
五
十
万
発
の
弾
薬
を
売
り
渡
し
た
。
こ
れ
は
チ
ベ
ッ
ト
に
と
っ
て
大
き
な
助
け
と

な
っ
た
が
、
中
国
の
全
面
的
な
攻
撃
か
ら
防
衛
す
る
に
は
足
り
な
い
と
考
え
ら
れ
、

翌
一
九
一
五
年
、
チ
ベ
ッ
ト
軍
総
司
令
官
ツ
ァ
ロ
ン
・
シ
ャ
ペ
は
チ
ベ
ッ
ト
問
題
を

担
当
す
る
シ
ッ
キ

ム
の
政

務
官
チ

ャ
ー
ル

ズ
・

Ａ
・
ベ
ル
（
C
h
a
rles

A
lfred

B
ell）

に
チ
ベ
ッ
ト
軍
を

近
代
化
す
る
た
め
、

山
砲
、

機
関
銃
を

供
給
す
る
よ
う

要

請
し
た
。
状
況
を
理
解
し
て
い
た
ベ
ル
は
イ
ン
ド
政
庁
に
対
し
て
チ
ベ
ッ
ト
の
希
望

を
か
な
え
る
よ
う
勧
め
、
も
し
イ
ギ
リ
ス
側
の
備
蓄
か
ら
そ
う
し
た
武
器
を
売
却
で

チベットをめぐる日本の諜報活動と秘密工作
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き
な
い
な
ら
ば
、
チ
ベ
ッ
ト
が
日
本
ま
た
は
そ
の
他
の
国
か
ら
購
入
す
る
こ
と
を
許

可
す
べ
き
で
あ
る
、
さ
も
な
け
れ
ば
チ
ベ
ッ
ト
に
真
の
友
情
を
示
す
こ
と
が
で
き
な

い
と
請
願
し
た （

�）。
し
か
し
こ
れ
に
対
す
る
イ
ン
ド
政
庁
の
反
応
は
「
ほ
と
ん
ど
侮
辱

的
」
な
も
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
戦
場
で
機
関
銃
が
深
刻
に
不
足
し
て
い
る
た
め
、

ま
た
イ
ン
ド
政
庁
自
体
も
自
身
の
必
要
性
を
十
分
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

「
現
在
チ
ベ
ッ
ト
政
府
の
た
め
に
そ
の
購
入
を
じ
っ
く
り
考
え
て
や
る
こ
と
な
ど
問

題
外
で
あ
る
」
と
返
答
し
た
。
要
す
る
に
英
本
国
も
イ
ン
ド
政
庁
も
チ
ベ
ッ
ト
の
こ

と
に
関
わ
っ
て
い
る
余
裕
は
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る （

�）。

ベ
ル
が
ツ
ァ
ロ
ン
・
シ
ャ
ペ
に
不
可
能
で
あ
る
旨
を
告
げ
る
と
、
ツ
ァ
ロ
ン
は
カ

ム
地
方
の
中
国
軍
が
大
砲
、
機
関
銃
を
擁
し
て
戦
闘
準
備
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
強

調
し
、
「
中
国
人
は
大
変
狡
猾
で
突
然
進
撃
し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
」
、
「
わ
れ
わ

れ
に
は
機
関
銃
が
す
ぐ
に
必
要
で
あ
る
」
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
リ
ヨ
ン
＆
リ
ヨ
ン
社
に

お
け
る
機
関
銃
の
購
入
と
そ
こ
か
ら
の
輸
送
を
認
め
る
許
可
証
を
得
る
た
め
申
請
を

し
て
ほ
し
い
、
「
チ
ベ
ッ
ト
の
望
み
は
大
英
政
府
に
し
か
な
い
の
だ
。
わ
れ
わ
れ
は

早
く
銃
を
手
に
入
れ
た
い
、
さ
も
な
け
れ
ば
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
切
実

な
調
子
で
訴
え
た （

�）。

他
方
、
チ
ベ
ッ
ト
側
は
ベ
ル
政
務
官
だ
け
で
な
く
日
本
に
も
機
関
銃
購
入
の
協
力

を
要
請
し
た
。
右
に
述
べ
た
経
緯
は
一
九
一
五
年
九
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
青
木
が
ラ
サ
を
出
発
し
て
イ
ン
ド
に
向
か
っ
た
の
は
そ
の
直
後
の

一
九
一
六
年
一
月
二
十
六
日
で
あ
る
。
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
こ
の
と
き
青
木
の
出

蔵
に
合
わ
せ
て
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
は
イ
ン
ド
に
特
使
を
派
遣
し
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
か
ら

武
器
を
購
入
す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
も
し
イ
ギ
リ
ス
側
が
そ
れ
に
応
じ
な
い
場

合
は
、
同
国
の
同
意
を
得
た
上
で
日
本
政
府
と
交
渉
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。

青
木
に
は
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
特
使
の
活
動
全
般
に
対
す
る
支
援
が
依
頼
さ
れ
、
イ
ギ

リ
ス
当
局
の
了
承
が
得
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
特
使
を
伴
っ
て
日
本
に
帰
国
す
る
可
能
性

が
あ
り
、
青
木
は
出
蔵
に
あ
た
っ
て
西
本
願
寺
か
ら
七
百
円
の
帰
朝
費
を
支
給
さ
れ

た
が
、
こ
れ
は
単
な
る
帰
国
費
用
で
は
な
く
、
以
上
の
イ
ン
ド
で
の
当
面
の
活
動
費

用
を
含
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う （

�）。

し
か
し
こ
こ
で
注
意
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
青
木
が
武
器
購
入
に
協
力
す
る
前

の
時
期
か
ら
、
イ
ン
ド
政
庁
が
日
本
の
チ
ベ
ッ
ト
浸
透
に
警
戒
を
強
め
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。
一
九
一
五
年
一
月
、
日
本
が
対
華
二
十
一
ヶ
条
要
求
を
行
い
、
袁
世
凱
が

こ
の
事
件
を
用
い
て
国
内
世
論
を
沸
騰
さ
せ
、
日
中
関
係
は
決
定
的
に
悪
化
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
見
た
チ
ベ
ッ
ト
の
国
民
会
議
（
国
会
に
相
当
）
は
、
第
一

次
大
戦
で
余
裕
の
な
い
イ
ギ
リ
ス
に
代
わ
っ
て
日
本
側
に
接
近
し
、
中
国
を
抑
え
て

も
ら
お
う
と
考
え
た
。
翌
二
月
、
国
民
会
議
は
次
の
よ
う
な
決
定
を
行
っ
て
い
る
。

日
英
両
政
府
は
友
好
関
係
に
あ
る
が
、
日
中
両
政
府
は
緊
張
関
係
に
あ
る
。
そ
の
た

め
日
本
通
の
ツ
ア
ト
ゥ
ル
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
〔
ツ
ァ
ワ
・
テ
ィ
ト
ゥ
ル
〕
と
第
四
ラ
ン

ク
官
吏
の
二
名
を
代
表
者
と
し
て
日
本
政
府
に
派
遣
し
、
同
政
府
が
イ
ギ
リ
ス
政
府

と
同
様
に
チ
ベ
ッ
ト
問
題
を
解
決
す
る
た
め
中
国
政
府
に
影
響
力
を
行
使
す
る
よ
う

要
請
す
る
と
い
う
の
で
あ
る （

�）。

し
か
し
こ
の
決
定
を
知
っ
た
イ
ン
ド
政
庁
は
チ
ベ
ッ
ト
と
日
本
の
接
近
を
警
戒
し

て
ロ
ン
ド
ン
の
イ
ン
ド

省
に
次
の
よ
う
に

報
告
し
た
。
「
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
日
本

の
影
響
は
最
近
著
し
く
増
加
し
た
。
そ
れ
は
国
民
会
議
が
代
表
団
を
日
本
政
府
に
送

る
べ
き
だ
と
提
案
し
た
こ
と
か
ら
立
証
さ
れ
る
。
そ
の
提
案
は
、
日
本
政
府
が
イ
ギ
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リ
ス
政
府
と
同
様
、
チ
ベ
ッ
ト
問
題
を
解
決
す
る
た
め
中
国
政
府
に
影
響
力
を
行
使

す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。
」
さ
ら
に
イ
ン
ド
政
庁
は
ラ
サ
に
四
人
の
日
本
人

〔
河
口
慧
海
、
矢
島
保
治
郎
、
青
木
、
多
田
等
観
〕
が
滞
在
し
て
い
た
こ
と
を
把
握

し
て
お
り
、
そ
れ
に
言
及
し
て
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
「
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る

日
本
の
影
響
と
関
連
し
て
、
我
々
が
受
け
取
っ
た
様
々
な
レ
ポ
ー
ト
か
ら
見
え
て
く

る
の
は
、
こ
の
影
響
力
が
四
人
の
日
本
人
を
通
じ
て
行
使
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
彼
ら
は
ネ
パ
ー
ル
な
い
し
ブ
ー
タ
ン
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
に
入
る
こ
と
に
成
功

し
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
と
大
臣
た
ち
に
密
に
接
触
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
い

う
日
本
人
と
は
、
ち
ょ
う
ど
イ
ン
ド
に
戻
っ
た
ば
か
り
の
僧
侶
・
学
者
の
河
口
慧
海
、

セ
ラ
寺
の
学
僧
Ｔ
・
多
田
、
大
谷
伯
（
天
皇
の
義
兄
弟
）
の
私
設
秘
書
で
い
ま
は
名

目
上
チ
ベ
ッ
ト
の
古
い
経
典
を
研
究
中
の
青
木
、
現
在
と
く
に
チ
ベ
ッ
ト
軍
の
訓
練

に
従
事
し
て
い
る
陸
軍
将
校
の
矢
島
ヤ
ソ
ジ
ロ
ウ
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
に
対
す
る
日

本
の
関
心
は
、
日
本
の
対
中
政
策
の
必
然
的
な
結
果
と
し
て
増
大
す
る
に
違
い
な
い
。」

こ
の
よ
う
に
イ
ン
ド
政
庁
は
警
告
す
る
と
と
も
に
、
「
日
本
の
活
動
が
イ
ギ
リ
ス
と

チ
ベ
ッ
ト
両
政
府
の
関
係
に
す
ぐ
に
影
響
を
も
た
ら
す
よ
う
な
危
険
性
は
な
い
。
し

か
し
状
況
を
厳
重
に
監
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
結
論
づ
け
た （

�）。

右
の
よ
う
に
イ
ン
ド
政
庁
は
、
ラ
サ
在
住
の
日
本
人
た
ち
に
よ
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
に

お
け
る
日
本
の
影
響
力
が
急
増
し
て
い
る
と
注
意
を
喚
起
し
た
。
一
九
一
六
年
一
月
、

青
木
が
ラ
サ
を
出
立
し
た
と
き
、
ベ
ル
政
務
官
は
本
音
で
は
チ
ベ
ッ
ト
の
機
関
銃
購

入
を
助
け
た
い
と
い
う
気
持
を
抱
い
て
い
た
が
、
イ
ン
ド
政
庁
自
体
は
日
本
（
お
よ

び
青
木
）
に
強
い
不
信
感
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
そ
う
し
た

中
で
青
木
と
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
特
使
（
イ
ン
ド
省
文
書
Ｉ
Ｏ
Ｒ
で
は
、
名
前
は
イ
ェ
ー

シ
ェ
ー
・
ワ
ン
ギ
ェ
ル

Y
ish

e
W

a
n
g
y
a
l
と
な
っ
て
い
る
）
は
ど
の
よ
う
な
行
動

を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

チ
ベ
ッ
ト
出
発
に
あ
た
っ
て
青
木
は
事
前
に
シ
ッ
キ
ム
の
ベ
ル
政
務
官
に
チ
ベ
ッ

ト
、
イ
ン
ド
国
境
通
行
の
了
承
を
求
め
て
承
諾
さ
れ
て
い
た （

�）。
二
月
二
十
三
日
、
ヤ
ー

ト
ン
に

着
い
た
青
木
は

デ
イ

ヴ
ィ
ッ
ド
・
マ

ク
ド

ナ
ル
ド

商
務
官
（
D
a
v
id

M
a
cD

o
n
a
ld
）
を
官

舎
に

訪
ね
て

非
常
に

歓
迎
さ
れ
、

翌
二

十
四
日
、
マ

ク
ド

ナ

ル
ド
、

新
任
の
ギ

ャ
ン

ツ
ェ

駐
在

商
務
官
ウ

ィ
リ

ア
ム
・

Ｌ
・
キ

ャ
ン
ベ
ル
（
W

il-

lia
m

L
a
ch

la
n

C
a
m
p
b
ell）
、
青
木
、
ワ
ン
ギ
ェ
ル
特
使
、
「

西
蔵
政
府
の
チ

ュ

ン
ビ
総
督
」
ヘ
デ
ン
の
五
名
の
間
で
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
武
器
購
入
に
つ
い
て
話
し

合
い
が
も
た
れ
た
。
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
こ
の
集
ま
り
を
「
三
国
小
会
議
」
と
呼
ん
だ

が
、
結
局
、
ま
ず
は
シ
ッ
キ
ム
の
ベ
ル
政
務
官
に
直
接
相
談
す
る
の
が
第
一
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
早
速
打
電
し
て
彼
の
所
在
を
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と

に
決
ま
っ
た （

�）。

右
の
五
人
は
二
十
五
、
二
十
六
日
に
も
会
食
し
、
青
木
一
行
は
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
商

務
官
か
ら
こ
の
先
の
旅
程
、
シ
ッ
キ
ム
の
首
都
ガ
ン
ト
ク
ま
で
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
（
イ

ギ
リ
ス
駐
在
員
用
の
官
舎
）
の
使
用
と
無
料
宿
泊
を
内
許
さ
れ
た
。
青
木
は
こ
う
し

た
イ
ン
ド
政
庁

側
の
対

応
に

つ
い
て
、
「

英
官

ハ
吾
等
一
行

ヲ
能

ク
厚

遇
セ
リ
」
と

記
述
し
て
い
る （

�）。
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が
こ
う
し
た
便
宜
を
は
か
っ
た
の
は
、
ワ
ン
ギ
ェ

ル
特
使
と
青
木
の
動
向
を
監
視
し
、
か
つ
チ
ベ
ッ
ト
内
部
の
情
報
を
得
る
た
め
で
、

青
木
も
そ
れ
を
承
知
の
上
で
行
動
し
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
二
月
二
十

七
日
、
青
木
は
宿
泊
し
て
い
た
ヤ
ー
ト
ン
近
く
の
チ
ェ
マ
を
出
発
し
た
が （

�）、
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
は
イ
ン
ド
政
庁
に
青
木
と
ワ
ン
ギ
ェ
ル
特
使
が
特
別
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
す
な
わ

チベットをめぐる日本の諜報活動と秘密工作
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ち
「
チ
ベ
ッ
ト
陸
軍
が
用
い
る
機
関
銃
を
日
本
政
府
か
ら
調
達
す
る
と
い
う
任
務
」

を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
ま
た
青
木
が
ラ
マ
教
研
究
の
目
的
で
チ
ベ
ッ
ト

を
訪
問
し
、
ラ
サ
で
三
年
間
チ
ベ
ッ
ト
語
を
習
い
、
「
な
か
な
か
上
手
」
に
チ
ベ
ッ

ト
語
を
話
す
こ
と
、
ラ
サ
で
多
く
の
写
真
を
撮
影
し
た
こ
と
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
と
タ

シ
・
ラ
マ
〔
パ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
〕
に
会
見
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
伝
え
た （

�）。

青
木
は
イ
ン
ド
、
チ
ベ
ッ
ト
の
国
境
で
あ
る
ゼ
レ
ッ
プ
峠
を
越
え
、
三
月
二
日
、

シ
ッ
キ
ム
の
首
都
ガ
ン
ト
ク
に
到
着
し
、
翌
三
日
に
ベ
ル
政
務
官
も
ガ
ン
ト
ク
に
帰

着
す
る （

�）。
四
日
、
ベ
ル
は
ま
ず
ワ
ン
ギ
ェ
ル
特
使
を
、
つ
い
で
時
間
を
ず
ら
し
て
青

木
を
招
い
て
打
合
せ
を
行
っ
た （

�）。
こ
の
と
き
青
木
は
も
し
イ
ン
ド
か
ら
機
関
銃
を
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
わ
か
れ
ば
、
日
本
の
〔
カ
ル
カ
ッ
タ
〕
総
領
事
と
と
も

に
チ
ベ
ッ
ト
政
府
を
助
け
る
こ
と
を
約
束
し
た
と
ベ
ル
に
語
っ
て
い
る （

�）。
他
方
、
ベ

ル
は
青
木
に
武
器
購
入
が
可
能
か
ど
う
か
即
答
は
難
し
い
の
で
、
二
、
三
日
の
余
裕

が
欲
し
い
と
返
事
を
し
た
。
青
木
は
翌
日
市
内
見
物
を
行
っ
た
上
で
、
六
日
ガ
ン
ト

ク
を
出
発
し
て
イ
ン
ド
の
カ
リ
ン
ポ
ン
に
向
か
っ
た （

�）。

七
日
、
ベ
ル
政
務
官
は
イ
ン
ド
政
庁
に
対
し
て
ワ
ン
ギ
ェ
ル
特
使
、
青
木
の
要
望

を
伝
え
る
報
告
書
を
送
っ
た
。
ま
た
そ
こ
に
は
、
①
チ
ベ
ッ
ト
の
諸
大
臣
よ
り
ベ
ル

に
あ
て
た
書
簡
、
②
チ
ベ
ッ
ト
の
諸
大
臣
よ
り
日
本
の
天
皇
に
あ
て
た
書
簡
の
コ
ピ
ー
、

③
ツ
ァ
ロ
ン
・
シ
ャ
ペ
か
ら
ベ
ル
に
あ
て
た
書
簡
が
添
付
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
①
、

②
を
紹
介
し
て
お
く
と
、
①
の
チ
ベ
ッ
ト
の
諸
大
臣
か
ら
ベ
ル
に
あ
て
た
書
簡
は
、

中
国
軍
の
脅
威
を
強
調
し
、
今
回
チ
ベ
ッ
ト
政
府
が
ワ
ン
ギ
ェ
ル
秘
書
官
を
派
遣
し

た
の
は
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
リ
ヨ
ン
＆
リ
ヨ
ン
社
に
機
関
銃
を
供
給
し
て
も
ら
え
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
で
あ
り
、
も
し
供
給
が
可
能
で
あ
れ
ば
イ
ギ
リ
ス
に
銃
の

購
入
・
輸
送
通
行
許
可
証
を
認
め
て
頂
き
た
い
し
、
も
し
不
可
能
で
あ
れ
ば
カ
ル
カ
ッ

タ
の
日
本
総
領
事
を
通
じ
て
日
本
の
天
皇
に
お
願
い
し
て
日
本
で
機
関
銃
を
購
入
し
、

イ
ギ
リ
ス
に
そ
の
輸
送
許
可
証
を
要
請
し
た
い
と
説
明
す
る
も
の
で
あ
る （

�）。
ま
た
②

の
チ
ベ
ッ
ト
の
諸
大
臣
か
ら
日
本
の
天
皇
に
あ
て
た
書
簡
コ
ピ
ー
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の

領
土
を
守
る
た
め
日
本
に
機
関
銃
を
供
給
し
て
も
ら
う
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
旨
を

訴
え
、
今
回
日
本
に
使
節
一
名
を
派
遣
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
か
つ
イ
ギ
リ
ス
政
府

に
機
関
銃
の
購
入
・
輸
送
通
行
許
可
証
を
要
請
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
、「
チ
ベ
ッ

ト
は
仏
教
の
中
心
地
と
し
て
聖
な
る
土
地
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
仏
教
は
わ
れ
わ
れ

共
通
の
宗
教
で
す
」
、
こ
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
頂
き
た
い
と
し
て
、
日
本
に
同

じ
仏
教
徒
と
し
て
の
支
援
を
求
め
る
も
の
で
あ
る （

�）。

右
の
よ
う
な
書
簡
を
報
告
書
に
添
付
し
た
ベ
ル
は
、「
従
来
の
慣
行
か
ら
い
っ
て
、

残
念
な
が
ら
イ
ン
ド
政
庁
は
チ
ベ
ッ
ト
政
府
に
日
本
か
ら
イ
ン
ド
経
由
で
機
関
銃
を

輸
入
す
る
許
可
は
出
せ
な
い
こ
と
を
、
私
は
チ
ベ
ッ
ト
政
府
に
知
ら
せ
る
べ
き
か
ど

う
か
」
指
示
し
て
ほ
し
い
と
イ
ン
ド
政
庁
に
請
訓
し
た （

	）。
ま
た
ベ
ル
は
青
木
個
人
に

つ
い
て
も
詳
し
い
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
摘
記
す
れ
ば
以
下
の
よ

う
に
な
る
が
、
ベ
ル
が
青
木
と
話
す
中
で
ど
の
よ
う
な
情
報
を
引
き
出
し
て
い
る
か

が
わ
か
る （


）。

①
私
と
青
木
は
チ
ベ
ッ
ト
語
で
会
話
し
た
が
、
そ
れ
は
彼
が
英
語
で
自
分
を
表

現
す
る
の
が
難
し
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

②
青
木
は
ネ
パ
ー
ル
経
由
で
チ
ベ
ッ
ト
に
入
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
語
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を
学
ぶ
た
め
彼
が
ダ
ー
ジ
リ
ン
近
郊
の
グ
ー
ム
寺
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
想

起
さ
れ
よ
う
。
私
は
当
時
、
グ
ー
ム
に
特
別
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
〔
諜
報
協
力
者
〕

を
も
つ
ダ
ー
ジ
リ
ン
の
副
長
官
に
こ
の
こ
と
を
知
ら
せ
て
お
い
た
。
青
木
は
し

か
し
そ
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
紙
片
を
渡
し
、
二
人
の
同
伴
者
を
伴
い
、
い
ず
れ

も
チ
ベ
ッ
ト
の
托
鉢
僧
に
変
装
し
て
ス
キ
ア
・
ポ
ッ
カ
リ
経
由
で
ネ
パ
ー
ル
に

入
っ
た
。
ス
キ
ア
・
ポ
ッ
カ
リ
か
ら
ネ
パ
ー
ル
の
イ
ラ
ム
に
行
っ
た
青
木
は
、

そ
れ
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
の
オ
ラ
ン
ジ
ョ
ン
、
さ
ら
に
シ
ガ
ツ
ェ
に
向
か
っ
た
。
変

装
用
の
衣
類
は
グ
ー
ム
で
購
入
し
て
い
る （

�）。

③
彼
の
チ
ベ
ッ
ト
行
き
の
目
的
は
チ
ベ
ッ
ト
語
の
口
語
と
文
語
の
両
方
を
学
ぶ

こ
と
、
チ
ベ
ッ
ト
の
書
籍
、
と
く
に
歴
史
と
文
法
に
関
す
る
も
の
を
入
手
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
青
木
は
日
本
の
旅
行
者
に
よ
く
あ
る
ほ
ど
に
は
チ
ベ
ッ
ト
の

国
内
政
治
に
参
加
は
し
て
い
な
い
が
、
い
ま
は
自
ら
認
め
て
い
る
よ
う
に
チ
ベ
ッ

ト
人
が
日
本
か
ら
機
関
銃
を
手
に
入
れ
る
こ
と
を
助
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

④
彼
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
東
チ
ベ
ッ
ト
の
チ
ベ
ッ
ト
軍
を
指
揮
す
る

カ
ロ
ン
・
ラ
マ
〔

K
a
lo
n
L
a
m
a
〕
は
親
中
で
、
中
国
と
の
和
解
を
切
望
し
て

い
る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
政
府
は
今
ま
で
イ
ギ
リ
ス
不
在
の
グ
ル
ー
プ
に
加
わ
る
こ

と
を
辞
退
し
て
き
た
し
、
中
国
人
に
対
し
て
は
一
貫
し
て
シ
ム
ラ
協
定
を
引
き

合
い
に
出
し
て
き
た
と
青
木
は
考
え
て
い
る
。
六
ヶ
月
前
、
ラ
サ
〔
政
府
〕
は

長
引
く
中
国
と
の
戦
い
の
た
め
に
か
な
り
動
揺
し
た
状
態
に
あ
っ
た
が
、
現
在

は
不
安
を
見
せ
て
い
な
い
。

⑤
イ
ギ
リ
ス
が
大
戦
で
敗
け
て
い
る
と
の
う
わ
さ
を
、
チ
ベ
ッ
ト
に
い
る
中
国

人
、
と
く
に
ト
ル
コ
に
同
情
を
抱
く
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
た
え
ず
広
め
て
い
る
。

⑥
ツ
ァ
ロ
ン
・
シ
ャ
ペ
は
昨
年
ギ
ャ
ン
ツ
ェ
に
私
を
訪
ね
て
き
た
大
臣
だ
が
、

彼
は
い
ま
チ
ベ
ッ
ト
で
も
っ
と
も
勢
力
の
あ
る
人
物
で
あ
る
。
そ
れ
は
ダ
ラ
イ
・

ラ
マ
猊
下
に
非
常
に
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

⑦
青
木
は
チ
ベ
ッ
ト
人
の
中
に
大
き
な
、
あ
る
い
は
影
響
力
の
あ
る
親
中
の
党

派
が
あ
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
通
常
の
日
本
人
が
中
国
人
に
抱
き

が
ち
な
偏
見
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
せ
よ
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
正
し

い
か
も
し
れ
な
い
。

⑧
青
木
は
い
ま
カ
リ
ン
ポ
ン
に
向
か
っ
た
。
そ
こ
か
ら
ダ
ー
ジ
リ
ン
に
行
く
つ

も
り
で
、
さ
ら
に
カ
ル
カ
ッ
タ
に
赴
き
、
そ
こ
で
チ
ベ
ッ
ト
政
府
が
日
本
か
ら

機
関
銃
を
手
に
入
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
日
本
総
領
事
に
相
談
す
る
つ
も
り
で

あ
る
。
カ
ル
カ
ッ
タ
で
青
木
は
ラ
ド
ハ
・
バ
ザ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
一
一
一
番

地
に
あ
る
日
本
の
別
所
株
式
会
社
に
滞
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
彼
は
も
う
二
、
三

年
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
を
本
拠
地
と
し
て
イ
ン
ド
に
滞
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。
彼
の
上
司
で
あ
る
大
谷
伯
が
日
本
帰
国
前
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

語
を
研
究
す
る
よ
う
指
示
し
た
か
ら
で
あ
る
。
青
木
は
私
に
、
大
谷
伯
の
妻
は

二
、
三
年
前
に
亡
く
な
っ
た
が
、
日
本
の
天
皇
の
姉
妹
で
あ
る
と
語
っ
た
。
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以
上
の
よ
う
に
ベ
ル
は
、
機
関
銃
購
入
問
題
で
ワ
ン
ギ
ェ
ル
特
使
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
青
木
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
か
イ
ン
ド
政
庁
に
情
報
を
送
っ
て
い
る
。
ま
た

青
木
の
チ
ベ
ッ
ト
潜
入
ル
ー
ト
と
そ
の
方
法
、
青
木
か
ら
聞
か
さ
れ
た
ラ
サ
の
政
治

状
況
も
合
わ
せ
て
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
カ
ル
カ
ッ
タ
到
着
後
の
青
木
の
住
所
や
予

定
も
把
握
し
、
イ
ン
ド
政
庁
が
彼
を
マ
ー
ク
し
て
い
く
上
で
の
予
備
知
識
も
知
ら
せ

て
い
る
。
ベ
ル
は
こ
の
よ
う
に
青
木
と
の
会
見
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
引
き
出
し
て

い
た
。

三
月
十
一
日
、
イ
ン
ド
の
カ
リ
ン
ポ
ン
滞
在
中
の
青
木
は
「
英
印
政
府
ノ
通
告
ハ

英
本
国
ノ
回
答
ヲ
待
ツ
マ
デ
定
マ
ラ
ズ
ト
ノ
事
ナ
リ
」
と
記
し
て
イ
ギ
リ
ス
側
の
決

定
を
待
っ
た
が （

�）、
結
局
イ
ン
ド
政
庁
は
チ
ベ
ッ
ト
側
の
要
請
を
断
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
十
四
日
、
イ
ン
ド
総
督
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
（

C
h
a
rles

H
a
rd

in
g
e）

は
以
下
の
よ
う
な
判
断
を
下
し
て
い
る
（
傍
線
は
本
稿
執
筆
者
・
澤
田
に
よ
る （

�））。

最
近
確
か
め
ら
れ
た
事
実
、
お
よ
び
中
国
政
府
が
国
内
問
題
に
心
を
奪
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
チ
ベ
ッ
ト
政
府
に
と
っ
て
こ
う
し
た
銃
を
緊
急
に
求

め
る
必
要
性
は
あ
り
得
な
い
。
こ
の
取
引
全
体
は
疑
い
も
な
く
日
本
の
陰
謀
の
結

果
で
あ
る
。
選
択
肢
と
し
て
は
三
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

�わ
れ
わ

れ
自
身
が
機
関
銃
を
供
給
す
る
、

�日
本
で
購
入
し
た
機
関
銃
の
イ
ン
ド
通
過
は

残
念
な
が
ら
許
可
で
き
な
い
と
チ
ベ
ッ
ト
政
府
に
通
知
す
る
、
た
だ
し
、
し
ば
ら

く
後
に
わ
れ
わ
れ
自
身
の
手
で
供
給
す
る
こ
と
を
望
む
、

�チ
ベ
ッ
ト
政
府
の
日

本
か
ら
の
機
関
銃
購
入
と
そ
の
イ
ン
ド
通
過
を
許
可
す
る
。
こ
の
三
つ
の
コ
ー
ス

は
す
べ
て
が
好
ま
し
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

�に
つ
い
て
は
わ
れ
わ
れ
に
分

け
て
や
れ
る
だ
け
の
機
関
銃
が
な
い
と
い
う
現
実
的
な
困
難
が
あ
る
。

�の
コ
ー
ス
は
多
分
そ
れ
よ
り
も
ま
だ
ま
し
で
あ
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
に
チ

ベ
ッ
ト
と
の
離
間
を
も
た
ら
し
、
日
本
を
怒
ら
せ
る
だ
ろ
う
。

�の
コ
ー
ス
は
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
日
本
の
陰
謀
を
促
進
す
る
扉
を
開
く
も
の

で
、
ま
っ
た
く
好
ま
し
く
な
い
。
日
本
に
銃
を
求
め
れ
ば
、
そ
れ
は
間
違
い
な
く

日
本
人
の
教
官
を
も
求
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
そ
の
上
、
も
し
わ
れ
わ
れ
が
チ

ベ
ッ
ト
に
銃
を
与
え
た
り
、
銃
の
通
過
を
許
可
す
れ
ば
、
影
響
を
受
け
や
す
い
ネ

パ
ー
ル
が
同
じ
よ
う
な
要
求
を
し
て
く
る
可
能
性
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

も
し
か
す
る
と
ベ
ル
が
チ
ベ
ッ
ト
政
府
に
手
紙
を
書
き
、
い
ま
こ
の
件
に
突
き

進
む
の
を
や
め
る
よ
う
説
得
す
る
こ
と
が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
論
拠
と
し

て
は
、
現
在
わ
れ
わ
れ
が
最
大
の
関
心
事
〔
世
界
大
戦
〕
に
気
を
奪
わ
れ
て
い
る

た
め
、
外
国
の
武
器
弾
薬
の
イ
ン
ド
通
過
と
い
う
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
先
例
を
ま

ご
つ
か
せ
る
よ
う
な
難
し
い
国
際
問
題
を
十
分
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
で

も
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
ベ
ル
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
チ
ベ
ッ
ト
政
府
を

納
得
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
イ
ン
ド
政
庁
は
戦
争
が
終
わ
り
次
第
、
武
器

弾
薬
を
求
め
る
ど
ん
な
妥
当
な
要
求
に
も
同
情
的
に
考
慮
を
払
う
だ
ろ
う
。
し
か

し
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
最
近
確
か
に
な
っ
た
事
実
や
中
国
政
府
が
国
内
問
題
に
専

心
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、〔
チ
ベ
ッ
ト
の
〕
東
部
国
境
地
帯
で
〔
中
国
軍
に
よ
る
〕

侵
略
が
も
く
ろ
ま
れ
る
の
は
あ
り
そ
う
も
な
い
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
の
で
、
も

し
チ
ベ
ッ
ト
政
府
が
と
く
に
現
下
し
き
り
に
懇
願
し
て
い
る
〔
機
関
銃
の
〕
案
件

を
慎
ん
で
く
れ
れ
ば
感
謝
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
で
ベ
ル
は

チ
ベ
ッ
ト
政
府
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
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右
の
よ
う
に
イ
ン
ド
総
督
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
、
緊
急
の
必
要
が
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
チ
ベ
ッ
ト
政
府
が
機
関
銃
購
入
を
主
張
す
る
背
景
に
は
、
「
日
本
の
陰
謀
」
が

あ
る
と
見
て
い
た
。
日
本
は
ま
ず
機
関
銃
を
チ
ベ
ッ
ト
に
輸
出
し
、
つ
い
で
そ
の
操

作
や
手
入
れ
の
仕
方
を
教
え
る
教
官
を
送
り
込
み
、
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
浸
透
を
た
く
ら

ん
で
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
イ
ン
ド
総
督
は
、
ワ
ン
ギ
ェ

ル
特
使
を
カ
ル
カ
ッ
タ
の
日
本
総
領
事
館
に
導
こ
う
と
す
る
青
木
の
背
景
に
、
日
本

当
局
の
影
を
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
を
警
戒
す
る
総
督
が
下
し
た
結
論
は
、

考
え
ら
れ
る
三
つ
の
選
択
肢
の
い
ず
れ
で
も
な
く
、
ベ
ル
政
務
官
が
チ
ベ
ッ
ト
政
府

を
説
得
し
て
、
機
関
銃
購
入
の
要
求
を
控
え
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
す
で

に
触
れ
た
よ
う
に
、
ベ
ル
は
ツ
ァ
ロ
ン
・
シ
ャ
ペ
か
ら
の
要
求
を
聞
い
て
チ
ベ
ッ
ト

に
同
情
を
抱
い
て
い
た
だ
け
に
、
こ
の
決
定
に
は
飽
き
足
ら
な
い
も
の
が
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。

イ
ン
ド
政
庁
の
見
解
は
右
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
考

え
は
、
外
務
次
官
が
イ
ン
ド
省
次
官
に
あ
て
た
文
書
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ハ
ー

デ
ィ
ン
グ
総
督
が
提
案
し
た
ベ
ル
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト
政
府
説
得
を
支
持
す
る
も
の
で

あ
る
（
傍
線
は
本
稿
執
筆
者
・
澤
田
に
よ
る （

�））。

エ
ド
ワ
ー
ド
・
グ
レ
イ
外
相
〔

E
d
w
a
rd

G
rey
〕
の
意
見
で
は
、
現
時
点
で

ロ
シ
ア
な
い
し
日
本
の
政
府
と
論
争
的
な
性
質
の
問
題
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
。
加
え
て
以
下
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
者
ロ
シ
ア
と
の
関

係
で
な
さ
れ
た
表
現
の
中
に
、
も
し
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
日
本
の
陰
謀
に
関
す
る

状
況
説
明
を
含
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
必
然
的
に
速
か
れ
遅
か
れ
日
本
政
府

に
届
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
〔
イ
ン
ド
〕
総
督
に
よ
っ
て
懸
念
さ
れ
た
日
本
を

怒
ら
せ
る
危
険
が
こ
う
し
て
作
り
出
さ
れ
、
し
か
も
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
で
も
論
争

的
問
題
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
危
険
を
引
き
起
こ
す
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
事
情
の
下
、
外
務
省
は
総
督
の
電
報
の
最
終
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
含
ま
れ

た
提
案
の
採
用
を
勧
め
る
。
す
な
わ
ち
ベ
ル
氏
が
手
紙
を
書
き
、
チ
ベ
ッ
ト
政
府

が
こ
の
件
に
突
き
進
む
の
を
や
め
る
よ
う
説
得
す
る
、
た
だ
し
日
本
人
が
こ
の
問

題
に
関
係
し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
言
及
す
る
こ
と
を
避
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

英
外
務
省
と
し
て
は
、
ロ
シ
ア
、
日
本
政
府
と
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
く
な
い
。

そ
こ
で
ロ
シ
ア
政
府
に
は
チ
ベ
ッ
ト
で
の
日
本
の
「
陰
謀
」
に
つ
い
て
は
説
明
し
な

い
で
お
き
、
そ
れ
が
日
本
側
に
伝
わ
る
の
を
防
ぐ
。
一
方
、
チ
ベ
ッ
ト
政
府
に
対
し

て
は
、
イ
ン
ド
総
督
が
提
案
し
た
よ
う
に
、
ベ
ル
政
務
官
を
通
じ
て
要
求
を
控
え
さ

せ
る
の
が
よ
い
。
た
だ
し
日
本
が
絡
ん
で
い
る
こ
と
に
は
言
及
し
な
い
で
お
く
の
が

得
策
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
、
イ
ン
ド
政
庁
は

「
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
日
本
の
陰
謀
」
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
機
関

銃
調
達
を
阻
止
し
た
。
か
く
し
て
青
木
の
機
関
銃
購
入
支
援
工
作
は
挫
折
す
る
に
至
っ

た
の
で
あ
る （

�）。

青
木
は
先
の
参
謀
本
部
へ
の
報
告
書
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
カ
ム
地
方
で
チ
ベ
ッ

ト
軍
と
戦
っ
て
い
る
中
国
軍
は
強
大
な
も
の
で
は
な
い
と
見
て
い
た
。
し
た
が
っ
て

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
機
関
銃
購
入
要
請
に
協
力
し
た
の
は
、
単
に
中
国
の
脅
威
に
怯
え

る
チ
ベ
ッ
ト
に
同
情
し
た
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
彼
が
同
じ
参
謀
本
部
へ
の
報
告
書
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の
中
で
、
チ
ベ
ッ
ト
人
は
恩
威
を
も
っ
て
す
れ
ば
き
わ
め
て
制
御
し
や
す
く
、
あ
げ

て
そ
の
掌
中
に
帰
す
だ
ろ
う
、
チ
ベ
ッ
ト
は
百
人
の
優
れ
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
よ
り
も

一
挺
の
兵
銃
を
必
要
と
し
て
お
り
、
チ
ベ
ッ
ト
の
経
営
を
め
ざ
す
者
は
こ
の
こ
と
を

等
閑
に
で
き
な
い
と
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
し
た
い
。
青
木
は
チ
ベ
ッ
ト
に
機
関
銃

を
供
給
す
る
手
助
け
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
の
「
経
営
」
力
、
影
響
力
を
高
め
、

逆
に
チ
ベ
ッ
ト
の
併
呑
を
狙
っ
て
い
る
と
さ
れ
た
英
露
の
影
響
力
を
削
ご
う
と
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
そ
こ
に
は
戦
略
的
な
思
考
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
イ
ギ

リ
ス
外
務
省
、
イ
ン
ド
政
庁
の
い
う
「
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
日
本
の
陰
謀
」
は
誇
大

な
イ
メ
ー
ジ
で
は
あ
っ
た
が
、
青
木
の
活
動
に
関
し
て
い
え
ば
、
確
か
に
チ
ベ
ッ
ト

に
対
す
る
一
種
の
浸
透
工
作
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
管
見
の

及
ぶ
限
り
で
は
、
そ
の
背
後
に
日
本
当
局
（
外
務
省
、
参
謀
本
部
）
の
存
在
を
裏
づ

け
る
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
。

な
お
、
そ
の
後
も
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
と
チ
ベ
ッ
ト
政
府
は
中
国
軍
に
対
す
る
不
安
を

払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
イ
ギ
リ
ス
に
従
前
の
支
援
を
要
請
し
続
け
た
。
例
え
ば

ギ
ャ
ン
ツ
ェ
駐
在
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
商
務
官
の
下
に
送
ら
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
の
使
者
（
近

衛
騎
兵
隊
長
兼
ラ
サ
工
廠
長
）
は
興
奮
し
な
が
ら
機
関
銃
と
弾
薬
の
援
助
を
訴
え
、

キ
ャ
ン
ベ
ル
が
ロ
イ
タ
ー
電
に
も
と
づ
く
中
国
の
革
命
情
勢
を
話
し
て
落
ち
つ
か
せ

よ
う
と
し
た
が
、
侵
略
の
危
険
が
減
じ
て
い
る
こ
と
を
信
じ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。

加
え
て
世
界
大
戦
に
武
器
を
投
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
イ
ギ
リ
ス
の
事
情
を
説
明

し
て
も
そ
れ
を
言
い
わ
け
で
あ
る
と
み
な
し
、
チ
ベ
ッ
ト
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
以

外
に
友
人
が
い
な
い
、
そ
の
関
係
は
父
と
子
の
よ
う
な
も
の
だ
と
し
て
、
最
後
ま
で

機
関
銃
を
求
め
て
譲
ら
な
か
っ
た （

�）。
イ
ン
ド
政
庁
は
こ
の
チ
ベ
ッ
ト
政
府
の
使
者
に

対
し
て
、
「
現
在
、
機
関
銃
が
手
に
入
ら
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
っ
て
い
る
が
、
こ

の
件
は
覚
え
て
お
く
」
と
伝
え
る
よ
う
ベ
ル
政
務
官
に
命
じ
た （

�）。

し
か
し
な
が
ら
翌
一
九
一
七
年
、
チ
ベ
ッ
ト
側
の
不
安
は
現
実
の
も
の
と
な
り
、

カ
ム
地
方
で
戦
闘
が
は
じ
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
チ
ベ
ッ
ト
人
は
こ
こ
で
反
撃
に
出
て
、

一
年
以
内
に
チ
ャ
ム
ド
、
デ
ル
ゲ
な
ど
揚
子
江
上
流
の
東
部
地
域
を
奪
還
し
た
結
果
、

一
八
年
、
休
戦
協
定
が
成
立
し
た
。
チ
ベ
ッ
ト
軍
が
優
勢
に
転
じ
る
上
で
一
九
一
四

年
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
購
入
済
み
の
新
型
ラ
イ
フ
ル
銃
五
千
挺
が
大
き
く
貢
献
し
た
が
、

な
お
チ
ベ
ッ
ト
は
機
関
銃
の
購
入
を
あ
き
ら
め
ず
、
イ
ギ
リ
ス
に
そ
れ
を
求
め
続
け

て
拒
絶
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
側
で
内
々
に
議
論
さ
れ
た
そ
の
理
由
は
、
チ
ベ
ッ
ト
が

機
関
銃
を
保
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
国
よ
り
も
強
く
な
り
、
逆
に
チ
ベ
ッ
ト
の
侵

攻
な
い
し
独
立
に
つ
な
が
る
こ
と
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た （

�）。

以
上
見
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
が
チ
ベ
ッ
ト
の
機
関
銃
購
入
要
求
を
退
け
た
の
は
、

第
一
次
大
戦
で
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
後
に
は
チ
ベ
ッ
ト
が
中
国
を
凌
駕
す

る
の
を
抑
制
す
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
チ
ベ
ッ
ト
の
背
後
に
日
本
の
勢

力
浸
透
の
影
を
見
て
、
こ
れ
を
警
戒
し
た
こ
と
も
重
要
な
要
因
と
な
っ
て
い
た
。
こ

の
イ
ギ
リ
ス
の
日
本
に
対
す
る
疑
惑
は
一
九
二
三
年
に
も
再
燃
す
る
。
そ
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、

シ
ッ
キ
ム
の
政
務
官

フ
レ
デ
リ
ッ

ク
・

Ｍ
・
ベ
イ
リ
ー
（
F
re-

d
erick

M
a
rsh

m
a
n
B
a
iley
）
が
ツ

ァ
ロ
ン
・

シ
ャ

ペ
か
ら

受
け

取
っ
た

私
信
に

あ
っ
た
。
ツ
ァ
ロ
ン
に
よ
る
と
、
以
前
チ
ベ
ッ
ト
政
府
に
雇
わ
れ
て
い
た
矢
島
保
治

郎
か
ら
手
紙
が
届
き
、
日
本
か
ら
十
一
名
の
男
が
チ
ベ
ッ
ト
に
向
け
て
出
発
し
た
の

で
彼
ら
を
援
助
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
が
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る （

�）。

ベ
イ
リ
ー
は
こ
の
件
を
イ
ン
ド
政
庁
に
報
告
し
、
そ
れ
は
ロ
ン
ド
ン
の
イ
ン
ド
省
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経
由
で
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
に
伝
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
英
外
務
省
は
在
東
京
イ
ギ
リ
ス

大
使
館
の
マ
イ
ケ
ル
・
パ
ラ
イ
レ
ッ
ト
参
事
官
（
M
ich

a
el

P
a
la
iret）

に
、
十
一

人
の
男
の
チ
ベ
ッ
ト
遠
征
と
そ
の
目
的
に
つ
い
て
、
も
し
可
能
で
あ
れ
ば
さ
ら
な
る

情
報
を
確
か
め
、
電
報
で
報
告
す
る
よ
う
指
示
し
た （

�）。
こ
れ
を
受
け
た
イ
ギ
リ
ス
大

使
館
で
は
ハ
ロ
ル
ド
・
Ｇ
・
パ
ー
レ
ッ
ト
領
事
官
（

H
a
ro
ld

G
eo

rg
e
P
a
rlett）

が
日
本
人
の
「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
」
（
情
報
提
供
者
）
を
前
橋
に
住
む
矢
島
の
下

に
送
り
込
み
、
矢
島
自
身
の
口
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
の
結
果
、
パ
ー

レ
ッ
ト
領
事
官
が
ま
と
め
た
覚
書
が
英
外
務
本
省
に
送
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
以

下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る （

�）。

機
密
矢
島
保
治
郎
の
件
に
関
す
る
覚
書
一
九
二
三
年
八
月
三
日

矢
島
保
次
郎
…
…
私
は
秘
密
の
情
報
源
か
ら
彼
が
群
馬
県
前
橋
市
に
住
ん
で
い

る
こ
と
を
知
っ
た
。
前
橋
は
彼
の
父
親
が
紡
績
業
者
と
し
て
働
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
下
の
情
報
は
同
じ
ソ
ー
ス
に
負
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
矢
島
自
身
か
ら
聞
き
出

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
供
述
の
信
憑
性
に
つ
い
て
は
保
証
で
き
な
い
。

彼
は
一
八
八
二
年
に
生
ま
れ
、
学
校
卒
業
後
、
上
海
に
行
き
、
そ
こ
で
一
九
〇

六
年
、
東
亜
同
文
書
院
を
卒
業
し
た
。
一
九
〇
七
年
、
頭
山
満
の
影
響
下
に
入
り
、

そ
の
援
助
で
チ
ベ
ッ
ト
に
（
四
川
経
由
で
）
旅
行
し
た
。
ラ
サ
で
彼
は
仏
教
僧
の

河
口
〔
慧
海
〕、
青
木
〔
文
教
〕
と
生
活
し
た
。

一
九
〇
八
年
、
彼
は
か
し
ら
で
あ
る
頭
山
に
報
告
す
る
た
め
日
本
に
戻
り
、
こ

れ
を
行
う
と
す
ぐ
に
チ
ベ
ッ
ト
へ
再
出
発
し
、
そ
の
と
き
は
イ
ン
ド
経
由
で
旅
行

し
た
。
二
回
目
の
滞
在
で
は
ほ
と
ん
ど
が
ラ
サ
で
過
ご
し
、
そ
の
間
、
チ
ベ
ッ
ト

人
女
性
と
結
婚
し
、
一
九
一
九
年
ま
で
生
活
し
た
。
こ
の
妻
は
昨
年
日
本
で
亡
く

な
っ
た
。

矢
島
は
典
型
的
な
「
シ
ナ
浪
人
」
で
あ
り
、
見
た
と
こ
ろ
非
常
に
怪
し
く
、
隠

し
立
て
を
す
る
傾
向
が
あ
り
、
ま
っ
た
く
話
好
き
で
は
な
い
。
し
か
し
彼
は
私
の

情
報
提
供
者
に
こ
う
述
べ
た
。
自
分
は
い
つ
チ
ベ
ッ
ト
に
戻
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、

で
き
る
だ
け
早
く
そ
う
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
ラ
サ
の
さ
る
名
家
に

あ
る
約
束
を
し
た
か
ら
だ
。
そ
れ
は
チ
ベ
ッ
ト
人
に
火
薬
と
窓
ガ
ラ
ス
の
作
り
方

を
教
え
る
た
め
、
多
く
の
専
門
家
を
連
れ
て
帰
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
矢
島
は
そ
の
務
め
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
現
在
、
遼
東
半
島
租
借

地
の
長
官
〔
関
東
長
官
〕
を
し
て
い
る
伊
集
院
〔
彦
吉
〕
男
爵
に
、
昨
年
支
援
を

求
め
た
が
、
あ
ま
り
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
伊
集
院
男
爵
は
あ
ま
り
に
も
用
心

深
く
、
あ
る
い
は
臆
病
す
ぎ
る
の
で
、
そ
う
し
た
こ
と
で
何
か
を
な
す
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

い
ま
ラ
サ
に
日
本
人
が
い
る
か
と
尋
ね
る
と
、
矢
島
は
は
ぐ
ら
か
す
よ
う
な
返

答
を
し
た
。
彼
が
去
っ
た
と
き
何
人
か
い
た
が
、
多
田
〔
等
観
〕
と
い
う
名
の
仏

教
僧
を
除
い
て
ど
ん
な
名
前
も
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
ら
し
か
っ
た
。
そ
の

他
の
人
々
に
つ
い
て
は
ほ
ん
の
少
し
し
か
知
ら
な
い
の
で
、
彼
ら
の
氏
名
、
人
数
、

仕
事
は
覚
え
て
す
ら
い
な
い
と
い
う
。
そ
の
答
え
方
の
調
子
か
ら
い
っ
て
、
明
ら

か
に
彼
は
う
そ
を
つ
い
て
い
た
。
そ
う
し
た

状
況
の
た
め
、
〔

中
略
〕
十
一
人
の

人
間
が
す
で
に
ラ
サ
に
い
る
の
か
、
彼
ら
が
日
本
で
矢
島
が
探
し
て
い
る
と
い
う

「
専
門
家
」
で
あ
る
の
か
は
、
見
き
わ
め
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
。

私
の
情
報
提
供
者
は
さ
ら
に
チ
ベ
ッ
ト
に
旅
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
を
質

チベットをめぐる日本の諜報活動と秘密工作
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問
し
た
。
矢
島
は
肯
定
的
な
答
え
を
し
た
が
、
い
ま
は
と
て
も
難
し
い
と
付
け
加

え
た
。
イ
ン
ド
経
由
の
道
は
イ
ン
ド
政
庁
に
よ
っ
て
閉
ざ
さ
れ
、
四
川
経
由
の
道

も
同
省
に
は
び
こ
る
反
日
感
情
の
た
め
問
題
外
で
あ
り
、
唯
一
可
能
な
の
は
甘
粛

経
由
で
あ
る
〔
と
彼
は
い
う
〕。

矢
島
は
チ
ベ
ッ
ト
帰
還
の
日
に
ち
が
確
定
し
た
ら
す
ぐ
に
知
ら
せ
る
と
私
の
情

報
提
供
者
に
約
束
し
た
。
そ
の
た
め
さ
ら
な
る
情
報
は
、
彼
も
し
く
は
日
本
に
帰
っ

た
と
い
わ
れ
る
多
田
な
る
仏
僧
か
ら
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
入
手
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。

東
京
の
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
か
ら
英
外
務
省
へ
の
報
告
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
矢

島
の
発
言
に
は
真
偽
が
と
り
ま
ぜ
て
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
一
九
〇
六
年
、
東
亜
同

文
書
院
を
卒
業
し
た
と
い
う
が
、
実
際
に
は
同
年
、
歩
兵
軍
曹
と
し
て
陸
軍
戸
山
学

校
に
入
学
し
て
お
り
、
〇
七
年
十
二
月
に
除
隊
す
る
ま
で
軍
務
に
つ
い
て
い
た （

�）。
ま

た
一
九
〇
七
年
、
頭
山
満
の
影
響
下
に
入
っ
た
と
あ
る
が
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は

頭
山
と
の
直
接
的
な
関
係
を
示
す
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
。
矢
島
は
な
じ
み
の
な
い

人
間
の
接
近
に
不
審
を
抱
い
て
答
え
を
は
ぐ
ら
か
し
た
た
め
、
結
局
パ
ー
レ
ッ
ト
領

事
官
も
、
い
わ
れ
て
い
る
十
一
人
の
男
と
は
こ
の
火
薬
と
窓
ガ
ラ
ス
を
作
る
専
門
家

か
も
し
れ
な
い
と
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ー
の
報
告
を
復
唱
す
る
し
か
な
か
っ
た （

�）。

一
方
、
興
味
深
い
の
は
、
ツ
ァ
ロ
ン
・
シ
ャ
ペ
か
ら
矢
島
の
件
を
知
ら
さ
れ
た
シ
ッ

キ
ム
の
ベ
イ
リ
ー
政
務
官
が
、
十
一
人
の
日
本
人
と
一
緒
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
籍

の
イ
ン
ド
独
立
運
動
活
動
家
ラ
ー
ジ
ャ
・
マ
ヘ
ー
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
タ
ー
プ
・
シ
ン

（
R
a
ja

N
a
h
en

d
ra

P
ra
ta
p
S
in
g
h
）
が
チ
ベ
ッ
ト
に
向
か
う
恐
れ
が
あ
る
と
懸

念
し
た
こ
と
で
あ
る
。
プ
ラ
タ
ー
プ
は
一
九
二
二
年
か
ら
二
三
年
に
か
け
て
来
日
し
、

各
地
で
イ
ン
ド
独
立
運
動
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
状
況
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
、

『
中
外
日
報
』
で
も
日
本
に
対
し
、
東
洋
の
盟
主
と
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ト

ル

コ
、
ペ
ル
シ
ャ
な
ど
の
窮
状
を
救
う
よ
う
主
張
し
て
い
た （

�）。
ベ
イ
リ
ー
は
ツ
ァ
ロ
ン
・

シ
ャ
ペ
に
あ
て
た
返
信
の
中
で
、
こ
と
に
よ
る
と
プ
ラ
タ
ー
プ
が
十
一
人
の
日
本
人

一
行
と
一
緒
に
来
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
こ
れ
ら
の
日
本
人
は
チ
ベ
ッ
ト

に
と
っ
て
何
の
益
に
も
な
ら
な
い
旨
を
告
げ
た （

�）。
怪
し
げ
な
日
本
人
グ
ル
ー
プ
と
と

も
に
反
英
ア
ジ
ア
主
義
者
の
プ
ラ
タ
ー
プ
が
チ
ベ
ッ
ト
に
入
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

チ
ベ
ッ
ト
政
府
の
中
で
と
く
に
影
響
力
を
も
つ
ツ
ァ
ロ
ン
に
警
告
し
て
予
防
線
を
張
っ

た
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
側
に
と
っ
て
日
本
の
チ
ベ
ッ
ト
浸
透
は
イ
ン
ド
の
独
立
運

動
も
刺
激
し
か
ね
な
い
も
の
で
、
早
期
の
段
階
で
芽
を
摘
ん
で
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。

以
上
、
本
章
で
は
西
本
願
寺
の
大
谷
光
瑞
法
主
の
指
導
下
に
チ
ベ
ッ
ト
に
関
与
し
、

ラ
サ
に
滞
在
し
た
青
木
が
ど
の
よ
う
な

諜
報
工
作
活
動
を
行
っ
た
か
を
検
討
し
た
。

参
謀
本
部
か
ら
依
頼
を
受
け
た
青
木
は
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
の
チ
ベ
ッ
ト
浸
透
状
況

に
つ
い
て
詳
細
な
報
告
を
行
っ
た
。
ま
た
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
よ
り
イ
ギ
リ
ス
な
い
し
日

本
か
ら
の
機
関
銃
購
入
の
協
力
を
求
め
ら
れ
、
ラ
サ
出
発
か
ら
カ
ル
カ
ッ
タ
到
着
後

ま
で
の
間
、
特
使
に
付
き
添
い
な
が
ら
そ
の
実
現
を
め
ざ
し
た
が
、
日
本
を
警
戒
す

る
イ
ン
ド
政
庁
が
こ
れ
を
阻
止
し
た
た
め
、
青
木
の
工
作
は
挫
折
す
る
に
至
っ
た
。

青
木
は
一
九
一
七
年
、
イ
ン
ド
か
ら
帰
国
す
る
が
、
彼
を
含
む
日
本
人
の
ラ
サ
滞
在

に
よ
っ
て
強
ま
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
イ
ギ
リ
ス
の
対
日
警
戒
心
は
一
九
二
〇
年

代
を
通
じ
て
解
か
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た （

�）。
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
一
八
九
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
代
ま
で
の
時
期
を
中
心
に
、
日
本
の

諜
報
工
作
活
動
を
第
一
次
（
外
務
省
と
成
田
安
輝
）
、
第
二
次
（
参
謀
本
部
と
寺
本

婉
雅
）
、
第
三
次
（
西
本
願
寺
と
青
木
文
教
）
の
三
つ
の
段
階
と
し
て
と
ら
え
、
そ

の
過
程
を
検
証
し
た
。
そ
れ
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
に
一
八
九
七
年
か
ら
一
九
〇
二
年
に
か
け
て
、
外
務
省
、
参
謀
本
部
の
チ
ベ
ッ

ト
関
与
は
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
暗
中
模
索
の
初
歩
的
な
段
階
に
あ
り
、
そ
れ
を

反
映
し
て
成
田
の
諜
報
活
動
は
質
量
と
も
に
レ
ベ
ル
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
と
は
言

い
難
か
っ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
に
容
易
に
潜
入
で
き
ず
、
ま
た
チ
ベ
ッ
ト
語
で
な
く
四
川

語
を
学
ん
だ
彼
の
情
報
は
間
接
的
で
確
度
の
落
ち
る
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
ま
た
成
田
は
ラ
サ
に
お
い
て
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
が
、

そ
れ
は
か
な
わ
ず
、
宰
相
総
堪
布
に
も
会
見
で
き
た
か
ど
う
か
確
証
が
見
つ
か
ら
な

い
状
況
で
あ
り
、
基
本
的
に
準
備
不
足
が
目
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
第
二
に
一
九
〇
六
年
か
ら
〇
八
年
に
お
い
て
、
右
の
点
は
参
謀
本
部
の
福

島
安
正
の
支
援
を
受
け
た
寺
本
に
よ
っ
て
飛
躍
的
に
改
善
、
克
服
さ
れ
た
。
寺
本
は

チ
ベ
ッ
ト
語
や
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
学
び
、
清
国
西
寧
郊
外
の
ク
ン
ブ
ム
寺
滞
在
中
、

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
と
側
近
の
中
に
入
り
込
ん
で
い
っ
た
。
以
後
彼
ら
の
考
え
方
や
態
度

に
つ
い
て
デ
ィ
ー
プ
な
内
容
の
情
報
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
、
そ
れ
は
参
謀
本
部

の
福
島
だ
け
で
な
く
、
北
京
の
日
本
公
使
館
を
通
じ
て
外
務
省
に
も
伝
え
ら
れ
た
。

ま
た
寺
本
は
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
と
側
近
に
働
き
か
け
て
五
台
山
会
談
を
実
現
し
た
上
、

日
本
へ
の
使
節
派
遣
を
確
約
さ
せ
る
ま
で
に
至
っ
た
。
し
か
し
参
謀
本
部
と
西
本
願

寺
の
対
立
と
い
う
日
本
側
の
理
由
に
よ
っ
て
派
遣
計
画
は
中
止
に
終
わ
っ
た
。

第
三
に
一
九
一
三
年
か
ら
一
六
年
に
か
け
て
、
ラ
サ
に
滞
在
し
て
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ

の
顧
問
を
つ
と
め
た
青
木
の
情
報
収
集
は
、
そ
れ
以
前
に
寺
本
が
地
な
ら
し
を
行
っ

て
い
た
こ
と
と
彼
自
身
の
資
質
と
が
相
ま
っ
て
、
や
は
り
質
の
高
い
も
の
と
な
っ
た
。

参
謀
本
部
の
依
頼
に
応
え
て
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
の
浸
透
状
況

な
ど
を
調
査
し
た
詳
細
な
報
告
書
は
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
青
木
は
ダ

ラ
イ
・
ラ
マ
の
依
頼
を
受
け
て
イ
ギ
リ
ス
ま
た
は
日
本
か
ら
機
関
銃
の
購
入
を
め
ざ

す
と
い
う
協
力
工
作
に
携
わ
り
、
特
使
に
付
き
添
い
な
が
ら
イ
ン
ド
政
庁
側
に
接
触

し
た
が
、
結
局
日
本
を
警
戒
す
る
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
、
イ
ン
ド
政
庁
の
反
対
に
あ
っ

て
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
機
関
銃
購
入
問
題
を
含
め
て
チ
ベ
ッ
ト
に
具

体
的
な
行
動
を
も
っ
て
協
力
を
行
っ
て
き
た
青
木
は
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
を
は
じ
め
と

す
る
チ
ベ
ッ
ト
指
導
層
の
抱
く
日
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
（
日
本
人
は
忠
告
提
案
が
巧
み

だ
が
、
一
片
の
実
力
を
も
っ
て
他
を
利
す
る
こ
と
が
な
い
）
を
幾
分
改
善
す
る
役
割

を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
を
見
る
と
、
日
本
の
対
チ
ベ
ッ
ト
諜
報
工
作
活
動
は
時
を
経
る
に
つ
れ
て
着

実
に
発
展
を
と
げ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
初
チ
ベ
ッ
ト
に

戦
略
的
意
義
を
認
め
て
い
た
外
務
省
は
、
一
時
期
成
田
や
寺
本
の
派
遣
に
関
わ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
一
〇
年
代
以
降
、
英
清
露
三
国
と
の
関
係
を
配
慮
し
て
チ

ベ
ッ
ト
関
与
を
控
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
間
、
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
が

英
露
協
商
の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
チ
ベ
ッ
ト
と
水
面
下
で
何
ら
か
の
コ
ン
タ
ク

ト
を
と
り
続
け
て
い
た
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
日
本
外
務
省
に
は
一
貫
性
、
さ
ら
に
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い
え
ば
戦
略
目
的
を
追
求
す
る
粘
り
強
さ
が
欠
け
て
お
り
、
と
く
に
イ
ギ
リ
ス
に
気

兼
ね
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
に
関
心
を
も
つ
こ
と
自
体
に
ま
で
自
己
規
制
を
か
け
て
し
ま
っ

た
面
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
寺
本
や
青
木
の
よ
う
な
人

材
が
そ
の
後
、
長
く
当
局
か
ら
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
参
謀
本
部
も
一
九
一
四
年
に
建
川
大
尉
の
ラ
サ
旅
行
申
請

が
イ
ン
ド
政
庁
に
拒
否
さ
れ
た
後
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
チ
ベ
ッ
ト
に
対
し
て
目

立
っ
た
動
き
を
示
し
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
背
景
と
し
て
、
小
村
寿
太
郎
（
一
九
一

一
年
八
月
引
退
、
十
一
月
死
去
）
、
福
島
安
正
（
一
九
一
二
年
四
月
に
参
謀
次
長
か

ら
関
東
都
督
に
転
任
）
の
よ
う
な
チ
ベ
ッ
ト
に
戦
略
的
価
値
を
認
め
る
指
導
者
が
中

央
の
舞
台
か
ら
退
場
し
て
い
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
外
務
省
は
イ
ギ
リ
ス
の
誤
解
を
避
け
る
た
め
、
日
本
が
チ
ベ
ッ
ト
に
興

味
を
も
た
な
い
こ
と
を
明
示
し
た
。
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
、
出
淵
勝
次
外
務
次

官
が
ジ
ョ
ン
・
テ
ィ
リ
ー
駐
日
イ
ギ
リ
ス
大
使
（
Jo

h
n
T
illey

）
に
次
の
よ
う
に

語
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
外
モ
ン
ゴ
ル
（
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
）
の
独
立
承

認
に
つ
い
て
テ
ィ
リ
ー
大
使
か
ら
問
わ
れ
た
出
淵
次
官
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
チ
ベ
ッ
ト

に
影
響
力
を
行
使
し
て
緩
衝
地
帯
と
し
て
い
る
の
と
同
様
に
、
日
本
は
ソ
連
の
影
響

力
が
強
い
も
の
の
、
外
モ
ン
ゴ
ル
を
ソ
連
に
対
す
る
緩
衝
地
帯
に
し
た
い
と
い
う
意

向
を
ほ
の
め
か
し
た
。
そ
れ
と
関
連
し
て
出
淵
は
、
日
本
は
チ
ベ
ッ
ト
が
独
立
を
宣

言
し
よ
う
と
、
イ
ン
ド
や
中
国
に
併
合
さ
れ
よ
う
と
、
そ
こ
で
起
こ
る
こ
と
に
は
関

心
が
な
い
と
述
べ
て
い
る （

�）。

し
か
し
日
本
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
（
ラ
マ
教
）
を
利
用
し
た
大
陸
工
作
へ
の
関
心
は

持
続
し
て
お
り
、
ソ
連
の
勢
力
を
封
じ
込
め
る
た
め
に
そ
れ
を
実
施
し
て
い
た
だ
け

に
、
チ
ベ
ッ
ト
工
作
か
ら
完
全
に
退
い
た
と
断
定
す
る
の
は
早
急
で
あ
ろ
う
。
一
九

四
一
年
、
イ
ギ
リ
ス
側
は
日
本
の
ラ
マ
教
工
作
を
観
察
し
て
以
下
の
よ
う
な
報
告
を

行
っ
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
最
後
の
君
主
で
化
身
ラ
マ
の
ジ
ェ
ブ
ツ
ン
ダ
ン
パ
・
ホ
ト

ク
ト
八
世
の
生
ま
れ
変
わ
り
が
チ
ベ
ッ
ト
で
誕
生
し
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
日
本
人
、

内
モ
ン
ゴ
ル
人
は
、
こ
の
転
生
ラ
マ
を
内
モ
ン
ゴ
ル
に
連
れ
出
し
、
同
じ
ラ
マ
教
信

者
の
外
モ
ン
ゴ
ル
人
を
誘
惑
し
て
日
本
側
に
引
き
入
れ
、
ソ
連
共
産
主
義
に
反
抗
さ

せ
る
つ
も
り
だ
と
い
う
の
で
あ
る （

�）。
そ
の
真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
こ

で
い
わ
れ
る
モ
ン
ゴ
ル
工
作
と
連
動
し
た
日
本
の
チ
ベ
ッ
ト
工
作
が
事
実
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
寺
本
た
ち
が
培
っ
た
水
脈
は
完
全
に
枯
れ
る
こ
と
な
く
残
存
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

（

132）
当
該
期
の
青
木
に
つ
い
て
は
、
高
本
『
ラ
サ
憧
憬
』
な
ど
す
で
に
紹
介
し
た
文
献
の

ほ
か
に
、

佐
々
木

高
明

「
青
木

文
教

師
と
そ
の
チ
ベ
ッ
ト

将
来

資
料

」
長

野
泰

彦
編

『
国
立
民

族
学

博
物

館
蔵
青
木

文
教

師
将

来
チ
ベ
ッ
ト
民

族
資

料
目
録

』
（
国
立
民

族

学
博
物
館
研
究
報
告
別
冊
第
一
号
、
一
九
八
三
年
三
月
）
所
収
、
青
木
文
教
著
、
長
野

泰
彦
、

高
本

康
子

校
訂

「
チ
ベ
ッ
ト
日

誌
」
『
国
立
民

族
学

博
物

館
研

究
報
告

』
三
四

巻
四
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
が
あ
り
、
さ
ら
に
高
本
氏
に
よ
る
「
明
治
大
正
期
日
本
に

お
け
る
チ
ベ
ッ
ト

画
像

資
料

日
本
人

入
蔵

僧
の
旅
行
記
を
中
心
に

」
印

度
学

宗
教

学
会

『
論

集
』

第
三

六
号
、
二

〇
〇
九
年
十
二
月
、
「

近
代
日
本
仏
教
に
お
け
る

異
文
化
情
報
の
受
容
と
発
信

青
木
文
教
撮
影
チ
ベ
ッ
ト
写
真
資
料
を
中
心
に

」

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
八
巻
一
号
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
、「
日
本
人
入
蔵
僧
に
よ

る
チ
ベ
ッ
ト

写
真

資
料

青
木

文
教
、

多
田

等
観
、

河
口

慧
海
を
中
心
に

」

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
〇
巻
一
号
、
二
〇
一
一
年
十
二
月
な
ど
が
あ
る
。

（

133）
こ
の

�に
つ
い
て
は
高
本
『
ラ
サ
憧
憬
』
五
九
―
六
八
頁
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
い

��
�
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る
。

（
134）

同
右
、
九
七
、
一
〇
六
、
一
〇
八
―
一
一
〇
、
一
二
二
―
一
二
五
頁
。

（

135）
青
木
文
教
『
秘
密
の
国
西
蔵
遊
記
』
（
中
公
文
庫
、
一
九
九
〇
年
）
、
二
九
三
頁
。

原
書
は
青
木
『
秘
密
之
国
西
蔵
遊
記
』（
内
外
出
版
株
式
会
社
、
大
正
九
〔
一
九
二
〇
〕

年
十
月
）。

（

136）
長
野
泰
彦
、
高
本
康
子
校
訂
、
青
木
文
教
著
「
西
蔵
調
査
報
告
」
『
国
立
民
族
学
博

物
館
研
究
報
告
』
三
〇
巻
三
号
、
二
〇
〇
六
年
二
月
、
三
四
九
―
四
一
九
頁
。
校
訂
者

序
言
に
よ
る
と
、
こ
の
報
告
書
は
青
木
か
ら
中
根
千
枝
教
授
に
生
前
贈
与
さ
れ
、
現
在

は
国
立
民
族
学
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
先
に
あ
げ
た
高
本
、
三
宅
「
寺

本
婉
雅
日
記
『
新
旧
年
月
事
記
』
翻
刻
」
と
同
様
に
、
解
読
が
困
難
な
文
字
に
つ
い
て

は
写
真
を
付
す
な
ど
細
や
か
な
配
慮
が
な
さ
れ
た
行
き
届
い
た
翻
刻
で
あ
る
。
高
本

『
ラ
サ
憧
憬
』
一
一
五
―
一
一
八
頁
に
本
稿
と
異
な
る
角
度
か
ら
の
紹
介
と
考
察
が
あ

る
。

（

137）
青
木
「
西
蔵
調
査
報
告
」
三
五
一
頁
。

（

138）
同
右
、
三
九
二
頁
。

（

139）
同
右
、
三
八
六
頁
。

（

140）
第
四
項
「
支
那
及
ビ
英
国
ニ
対
ス
ル
達
頼
喇
府
〔
麻
？
〕
ノ
向
背
ノ
真
意
」
に
お
い

て
も
、
青
木
は
次
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
「
法
王
は
イ
ン
ド
で
の
三
年
間
の
滞
在
以

来
、
親
切
を
受
け
、
英
国
に
対
し
て
は
き
わ
め
て
好
感
情
を
有
す
る
。
ヤ
ン
グ
ハ
ズ
バ

ン
ド
遠
征
に
よ
る
悪
感
は
洗
い
流
さ
れ
た
。
」
そ
の
一
方
で
チ
ベ
ッ
ト
人
の
中
国
人
に

対
す
る
感
情
は
非
常
に
悪
化
し
て
い
る
と
す
る
。
「
先
年
の
駐
蔵
大
臣
の
威
圧
、
駐
屯

兵
の
横
暴
、
侵
入
兵
の
残
忍
無
道
な
蛮
行
の
結
果
、
法
王
以
下
、
百
官
、
庶
民
は
み
な

シ
ナ
人
を
見
る
こ
と
蛇
蝎
の
ご
と
く
、
き
わ
め
て
悪
感
を
有
す
る
。」

（

141）
以
上
の
ほ
か
に
青
木
は
第
二
項
「
西
蔵
ニ
於
ケ
ル
英
兵
派
遣
ノ
有
無
特
ニ
変
装
英
兵

ノ
有
無
等
」
に
お
い
て
、
前
項
で
あ
げ
た
勢
力
地
以
外
に
英
兵
が
い
る
こ
と
は
聞
か
な

い
。
ラ
サ
、
シ
ガ
ツ
ェ
に
変
装
英
兵
は
い
な
い
模
様
だ
が
、
ギ
ャ
ン
ツ
ェ
、
チ
ュ
ン
ビ

は
有
無
不
明
、
パ
ー
リ
に
は
存
在
す
る
と
い
う
説
が
あ
る
と
補
足
し
て
い
る
。
た
だ
し

イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
、
日
本
式
の
訓
練
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
チ
ベ
ッ
ト
軍
は
遅

く
と
も
一
九
一
五
年
の
時
点
で
、
ギ
ャ
ン
ツ
ェ
駐
留
の
イ
ギ
リ
ス
護
衛
隊
将
校
か
ら
訓

練
を
受
け
る
よ

う
に
な

っ
て
い
た
。
A
lex
M
ck
a
y
,
T
ib
et

a
n
d
th
e
B
ritish

R
a
j:

T
h
e
F
ron

tier
C
a
d
re

1904

�1947（
D
h
a
ra
m
sa
la
:
L
ib
ra
ry
o
f
T
ib
eta
n
W
o
rk
s

a
n
d
A
rch
iv
es,

2009）,
67.
の

ち
に
青
木
も
「

ギ
ャ
ン

ツ
ェ

分
営
の
一

隊
は

純
英
国

式
に
英
人
指

導
の
下
に
英

語
で
教

練
を
受
け
て
い
る
」
と
記
す
よ

う
に
な

っ
て
い
る

（
青
木
『
秘
密
の
国
西
蔵
遊
記
』
二
五
〇
頁
）。

（

142）
た
だ
し
一
九
一
二
年
、
ラ
サ
に
帰
還
す
る
途
中
の
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
と
パ
ー
リ
で
対
面

し
た
ド
ル
ジ
ェ
フ
は
三
人
の
ブ
リ
ヤ
ー
ト
・
コ
サ
ッ
ク
の
護
衛
者
を
残
し
て
い
き
、
彼

ら
は
軍
事
教
官
と
し
て
雇
わ
れ
、
ラ
サ
に
滞
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
あ
と
で
ド

ル
ジ
ェ
フ
は
ト
ラ
ン
ス
バ
イ
カ
ル
の
ロ
シ
ア
当
局
に
三
人
を
秘
密
で
残
し
て
き
た
こ
と

を
説

明
し
て
い
る
。
A
n
d
rey
ev
,
S
oviet

R
u
ssia

a
n
d
T
ib
et,

57.
青
木
は
ラ
サ
に

お
い
て
ロ
シ
ア
式
の
教
練
は
「
蒙
古
人
の
教
官
が
蒙
語
を
以
て
」
行

っ
て
い
る
と
し
て

い
る
が
（
青
木
『
秘
密
の
国
西
蔵
遊
記
』
二
五
〇
頁
）、
こ
こ
で
い
う
モ
ン
ゴ
ル
人
と

は
ブ
リ
ヤ
ー
ト
・
コ
サ
ッ
ク
の
ロ
シ
ア
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
後
年

青
木
は
、
当
時
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
側
近
者
の
一
人
と
し
て
そ
の
身
辺
を
離
れ
な
か
っ
た

ブ
リ
ヤ
ー
ト
人
の
少
年
が
「
ロ
シ
ア
の
回
し
者
」
で
、
法
王
に
関
す
る
政
治
上
の
機
密

（
主
と
し
て
支
英

露
三
国

関
係
）
を

ロ
シ

ア
本
国
に

通
報
す
る

役
割
を
果
し
て
い
た
と

回
想
し
て
い
る
。
前
掲
、
青
木
『
西
蔵
問
題

青
木
文
教
外
交
調
書

』
一
〇
五
、

一
七
七
頁
、
青
木
文
教
著
、
日
高

彪
校
訂
『
西
蔵
文
化
の
新
研
究
』
（
有

光
社
、

昭
和

十
五
〔
一
九
四
〇
〕
年
、

慧
文
社
、
二
〇
一
五
年
復
刻
）、
一
六
三
頁
。

（

143）
JA
C
A
R
:
C
03022351700

大
正
三
年
七
月
二
十
一
日
付
、

明
石

元
二

郎
参

謀
次
長

よ
り
大

島
健
一

陸
軍
次
官

宛
（

防
衛

省
防

衛
研
究

所
）
、
JA
C
A
R
:
B
07090458100

大
正
三
年
八
月
五
日
付
、
大
島
陸
軍
次
官
よ
り
松
井
慶
四
郎
外
務
次
官
宛
（
外
務
省
外

交
史
料
館
）。

（

144）
高
本
『
ラ
サ
憧
憬
』
七
五
―
九
五
頁
、
青
木
『
秘
密
の
国
西
蔵
遊
記
』
一
一
二
、

一
一
六
頁
。
な
お
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
が
青
木
に
日
本
軍
の
教
範
操
典
類
の
取
り
寄
せ
を
命

じ
る
一
方
で
、
チ
ベ
ッ
ト

軍
総

司
令
官
の

ツ
ァ

ロ
ン

・
シ

ャ
ペ
（
T
sa
ro
n
g
S
h
a
p
e）

は
軍
人
出

身
の

探
検

家
と
し
て
有

名
な

ピ
ョ

ー
ト
ル

・
Ｋ

・
コ
ズ

ロ
フ
（
P
y
o
tr

K
u
zm
ich
K
o
zlo
v
）
に

ロ
シ

ア
軍
の
教

練
書
と
法

規
を

送
る
よ

う
頼

ん
で
い
る
。

A
n
d
rey
ev
,
S
oviet

R
u
ssia

a
n
d
T
ib
et,

65.

チベットをめぐる日本の諜報活動と秘密工作
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（
145）

そ
の
一
方
で
青
木
の
仲
介
に
よ
っ
て
、
ラ
サ
滞
在
中
の
冒
険
旅
行
家
で
陸
軍
下
士
官

出
身
の
矢
島
保
治
郎
が
チ
ベ
ッ
ト
軍
参
謀
総
長
の
顧
問
格
と
な
り
、
チ
ベ
ッ
ト
軍
兵
舎

の
設
計
を
行
っ
た
ほ
か
、
同
軍
が
採
用
し
た
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
、
日
本
式
の
訓
練
の

う
ち
日
本
式
中
隊
の
教
練
を
担
当
し
た
。
ま
た
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
信
頼
を
得
た
矢
島
は

法
王
直
属
の
親
衛
隊
の
指
揮
を
任
さ
れ
、
ノ
ル
ブ
リ
ン
カ
離
宮
の
警
衛
に
あ
た
っ
た
。

そ
の
際
、
行
幸
を
護
衛
す
る
た
め
の
騎
兵
隊
の
編
制
と
訓
練
も
任
さ
れ
て
い
る
。

矢
島
は
第
一
回
目
の
チ
ベ
ッ
ト
旅
行
時
（
一
九
〇
九
年
）
、
北
京
で
公
使
館
付
武
官

の
青
木
宣
純
少
将
の
下
に
し
ば
ら
く
居
候
し
、
警
務
学
堂
監
督
の
川
島
浪
速
か
ら
激
励

を
受
け
た
。
北
京
の
い
わ
ゆ
る
青
木
公
館
に
は
同
地
を
訪
ね
る
様
々
な
日
本
人
が
出
入

り
し
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
矢
島
と
陸
軍
の
結
び
つ
き
を
断
定
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
が
、
一
九
一
二
年
三
月
に
帰
国
し
た
際
、
矢
島
は
日
本
力
行
会
本
部
に
お
い
て

川
島
、
軍
務
局
長
の
田
中
義
一
少
将
ら
の
前
で
チ
ベ
ッ
ト
事
情
を
講
話
し
て
い
る
。
そ

の
直
後
、
矢
島
は
帰
国
し
て
わ
ず
か
二
日
で
あ
る
の
に
、
再
び
チ
ベ
ッ
ト
に
向
け
て
第

二
回
目
の
旅
行
に
出
発
し
た
。
矢
島
の
伝
記
は
こ
の
と
き
川
島
ら
が
資
金
を
供
給
し
た
、

あ
る
い
は
参
謀
本
部
が
機
密
費
を
出
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
、
矢
島
自
身
の
後
年
の
言

葉
に
よ
れ
ば
二
回
目
の
入
蔵
が
「
或
ル
使
命
ヲ
帯
ビ
テ
」
い
た
こ
と
に
注
意
を
促
し
て

い
る
。
以
上
、
浅
田
晃
彦
『
世
界
無
銭
旅
行
者
矢
島
保
治
郎
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八

六
年
）
、
一
七
二
―
一
七
八
、
四
四
、
五
四
―
五
五
、
一
一
〇
―
一
一
二
頁
。
た
だ
し

矢
島
が
参
謀
本
部
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
実
に
示
す
証
拠
は
見
当
た
ら

な
い
。

（

146）
K
o
b
a
y
a
sh
i,
・T
h
e
T
ib
et-Ja

p
a
n
R
ela
tio
n
s
in
th
e
E
ra
o
f
th
e
1911

R
ev
o

lu
tio
n
,・

113
は
、
こ
の

ニ
イ
ジ

ャ
ン
な
る
人

物
が
カ

ム
地
方
出
身
の

有
力
な

商
人

P
a
n
d
a
N
y
im
a
G
y
eltsen

で
あ
る
こ
と
を

特
定
し
、

彼
が
武

装
し
た
部
下
と
と
も

に
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
の
イ
ン
ド
亡
命
を
護
衛
し
た
経
歴
の
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。

（

147）
Ib
id
.,
114.

JA
C
A
R
:
B
03041187600

明
治
四

十
五
年
五
月

十
四
日
発
、
在
カ
ル

カ
ッ
タ
・
柴
田
要
治
郎
総
領
事
代
理
よ
り
内
田
康
哉
外
相
宛
（
外
務
省
外
交
史
料
館
）。

（

148）
Ib
id
.
同
右
。

（

149）
Ib
id
.
JA
C
A
R
:
B
03041187600

明
治
四

十
五
年
五
月

十
五
日
発
、

内
田

外
相
よ

り
柴
田
総

領
事

代
理

宛
（

外
務

省
外

交
史

料
館
）
。
北
京
の
日
本
公
使
館
に
も
以
上
の

経
緯
が
伝

え
ら
れ
た
。
JA
C
A
R
:
B
03041187600

明
治
四

十
五
年
五
月

十
七
日
付
、

内
田
外
相
よ
り
伊
集
院
彦
吉
公
使
宛
（
外
務
省
外
交
史
料
館
）。

（

150）
青
木
『

秘
密
の
国

西
蔵

遊
記
』
二
三
三
頁
、
青
木

文
教
『

西
蔵
の

民
族
と

文
化
』

（
高
原
社
、
昭
和
十
七
〔
一
九
四
二
〕
年
、
慧
文
社
、
二
〇
〇
九
年
復
刻
）、
三
九
頁
。

（

151）
M
elv
y
n
C
.
G
o
ld
stein

,
A

H
istory

of
M
od

ern
T
ib
et,

1913

�1951（
B
er-

k
eley
;
L
o
s
A
n
g
eles;

L
o
n
d
o
n
:
U
n
iv
ersity

o
f
C
a
lifo
rn
ia
P
ress,

1989）,
77

�

79.
シ
ッ

キ
ム
の

政
務
官
は
イ
ン

ド
政

庁
の
下
で
チ
ベ
ッ
ト
問

題
を
担
当
し
て
い
た

（
デ
イ

ヴ
ィ
ッ

ド
・
ス

ネ
ル

グ
ロ
ー

ヴ
、

ヒ
ュ
ー
・
リ
チ

ャ
ー

ド
ソ
ン

著
、

奥
山
直

司

訳
『
チ
ベ
ッ
ト
文
化
史
』
春
秋
社
、
一
九
九
八
年
、
三
三
〇
頁
）。

（

152）
Ib
id
.,
80

�81.

（

153）
Ib
id
.,
82

�83.
ち
な

み
に
イ
ギ
リ
ス
に
断
ら
れ
た

ツ
ァ
ロ
ン
・
シ

ャ
ペ
は
、
同

じ
く

一
九
一
五
年
、
ロ
シ
ア
に
も
援
助
を
求
め
、
ウ
ル
ガ
の
ロ
シ
ア
総
領
事
に
特
使
を
派
遣

し
て
千
挺
の
ラ
イ
フ
ル
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
。
し
か
し
ロ
シ
ア
側
は
こ
れ
を
断
り
、
イ

ン
ド

政
庁
を

通
じ
て
イ
ギ
リ
ス

政
府
に
頼

む
よ
う
ア

ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。

A
n
d
rey
ev
,
S
oviet

R
u
ssia

a
n
d
T
ib
et,

64

�65.

（

154）
高
本
『
ラ
サ
憧
憬
』
一
三
四
頁
。

（

155）
IO
R
L
/
P
S
/
11/

104
P
2640/

15
C
.
A
.
B
ell,
P
o
litica

l
O
fficer

in
S
ik
k
im
to

th
e
S
ecreta

ry
to
th
e
G
o
v
ern
m
en
t
o
f
In
d
ia
in
th
e
F
o
reig
n
a
n
d
P
o
litica

l

D
ep
a
rtm
en
t,
19
M
a
y
1915.

た
だ
し
こ
の
国

民
会

議
の

決
定
に
つ
い
て
ダ
ラ
イ
・

ラ
マ
は
「
日
本
に
使
節
を
送
る
こ
と
に
よ
っ
て
有
効
な
成
果
が
得
ら
れ
る
と
は
思
え
な

い
」
と
し
て

反
対
し
た
。
「

諸
外
国

政
府
は

互
い
に

ニ
ュ
ー
ス
を
伝

え
合
う
か
ら
、
も

し
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
〔
チ
ベ
ッ
ト
使
節
の
〕
日
本
へ
の
派
遣
を
知
れ
ば
、
チ
ベ
ッ
ト
政

府
に
疑
い
を
起
こ
す
か
も
し
れ
な
い
」
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

（
156）

IO
R
L
/
P
S
/
11/

104
P
2640/

15
G
o
v
ern
m
en
t
o
f
In
d
ia
,F
o
reig
n
a
n
d
P
o
liti-

ca
l
D
ep
a
rtm
en
t
to
th
e
A
u
sten

C
h
a
m
b
erla
in
,
S
ecreta

ry
o
f
S
ta
te
fo
r

In
d
ia
,
24
Ju
n
e
1915.

（

157）
高
本
『
ラ
サ
憧
憬
』
一
三
四
頁
。

（

158）
同
右
、
一
四
六
―
一
四
七
、
一
五
二
頁
。
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（
159）

高
本
『
ラ
サ
憧
憬
』
一
五
三
頁
。

（
160）

同
右
、
一
五
三
頁
。

（

161）
IO
R
L
/
P
S
/
11/

104
P
1459

E
x
tra
ct
o
f
letter

N
o
.C
.2
fro
m
B
ritish

T
ra
d
e

A
g
en
t,
Y
a
tu
n
g
,
3
M
a
rch

1916.

（

162）
高
本
『
ラ
サ
憧
憬
』
一
五
三
―
一
五
五
頁
。

（

163）
同
右
、
一
五
六
―
一
五
七
頁
。

（

164）
IO
R
L
/
P
S
/
11/

104
P
1087

N
o
.1549

C
.
A
.
B
ell,
P
o
litica

l
O
fficer

in

S
ik
k
im
to
th
e
S
ecreta

ry
to
th
e
G
o
v
ern
m
en
t
o
f
In
d
ia
in
th
e
F
o
reig
n

a
n
d
P
o
litica

l
D
ep
a
rtm
en
t,
D
elh
i,
7
M
a
rch

1916
n
o
.39

�T.
E
.

（

165）
高
本
『
ラ
サ
憧
憬
』
一
五
七
頁
。

（

166）

�（

164）に
同
じ
。
一
九
一
六
年
一
月
二
十
八
日
発
送
、
チ
ベ
ッ
ト
諸
大
臣
よ
り
ベ
ル

宛
書
簡
。

（

167）

�（

164）に
同
じ
。
一
九
一
六
年
一
月
二
十
八
日
発
送
、
チ
ベ
ッ
ト
の
諸
大
臣
よ
り
大

正
天
皇
宛
書
簡
コ
ピ
ー
。
こ
の
書
簡
は
B
erry
,
T
h
e
R
isin

g
S
u
n
in

th
e
L
a
n
d
of

th
e
S
n
ow

s,
152
に
お
い
て
全
文
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
大
正
天
皇
へ
の
あ
て
名
は
th
e

g
rea
t
E
m
p
ero
r
D
a
h
N
y
i
H
o
n
g
〔
大
日
本
か
〕
と
な
っ
て
い
る
。

（

168）

�（

164）に
同
じ
。

（

169）
IO
R
L
/
P
S
/
11/

104
P
1087

N
o
.1549

C
.
A
.
B
ell,
P
o
litica

l
O
fficer

in

S
ik
k
im
to
th
e
S
ecreta

ry
to
th
e
G
o
v
ern
m
en
t
o
f
In
d
ia
in
th
e
F
o
reig
n

a
n
d
P
o
litica

l
D
ep
a
rtm
en
t,
D
elh
i,
8
M
a
rch

1916
n
o
.
40

�E.
C
.

（

170）
青
木
と
多
田
等
観
は
一
九
一
二
年
三
月
、
カ
リ
ン
ポ
ン
で
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
に
拝
謁
し

た
後
、
英
領
イ
ン
ド
政
庁
の
警
戒
を
い
く
ら
か
で
も
避
け
る
た
め
グ
ー
ム
に
移
動
し

（
高
本
『
ラ
サ
憧
憬
』
八
〇
頁
）、
そ
こ
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
に
向
け
て
出
発
し
た
。
し
か
し

イ
ン
ド
政
庁
側
は
そ
れ
を
監
視
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（

171）
高
本
『
ラ
サ
憧
憬
』
一
六
一
頁
。

（

172）
IO
R
L
/
P
S
/
11/

104
P
1087

N
o
.1087

T
eleg
ra
m
fro
m
V
icero

y
,
24
M
a
rch

1916.

（

173）
IO
R
L
/
P
S
/
11/

104
P
1087

N
o
.1328

T
h
e
U
n
d
er-S
ecreta

ry
o
f
S
ta
te,
F
o
r-

eig
n
O
ffice

to
U
n
d
er-S
ecreta

ry
o
f
S
ta
te,
In
d
ia
O
ffice,

7
A
p
ril

1916
n
o
.

61658/
F
.

（

174）
ち
な
み
に
そ
の
後
、
日
本
の
武
器
が
モ
ン
ゴ
ル
経
由
で
チ
ベ
ッ
ト
に
流
れ
た
と
い
う

説
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
シ
ッ
キ
ム
の
政
務
官
を
辞
め
た
後
、
一

九
二
〇
年
に
特
別
大
使
と
し
て
ラ
サ
に
滞
在
し
て
い
た
ベ
ル
は
、
そ
の
と
き
の
体
験
と

し
て
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。
ラ
サ
当
局
は
〔
イ
ギ
リ
ス
側
を
説
得
す
る
こ
と
が

難
し
か
っ
た
た
め
〕
、
安
く
て
長
持
ち
す
る
日
本
製
武
器
・
弾
薬
が
氾
濫
す
る
モ
ン
ゴ

ル
に
目
を
転
じ
た
。
「
機
関
銃
一
、
小
銃
数
挺
、
爆
弾
若
干
」
〔
A
m
a
ch
in
e-g
u
n
,
a

few
rifles,

a
n
d
so
m
e
b
o
m
b
s〕
が
チ
ベ
ッ
ト
の
北
部
平
原
経
由
で
輸
入
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
は
私
が
ラ
サ
に
い
る
間
に
到
着
し
、
申
し
分
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
次
に
そ
う
し
た
小
銃
を
一
万
か
ら
一
万
五
千
挺
輸
入
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

そ
の
際
、
銃
身
だ
け
を
購
入
し
、
台
尻
は
チ
ベ
ッ
ト
で
ク
ル
ミ
材
か
ら
作
る
こ
と
に
よ
っ

て
輸
送
費
を
節
約
し
よ
う
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。
ラ
ク
ダ
一
頭
に
二
三
十
挺
の
銃
身

を
運
搬
さ
せ
、
そ
の
賃
金
は
七
十
か
ら
百
ル
ピ
ー
に
な
る
と
計
算
さ
れ
た
と
ベ
ル
は
記

し
て
い
る
。
チ
ヤ
ー
ル
ス マ
マ

・
ベ
ル
著
、
田
中
一
呂
訳
『
西
蔵
・
過
去
と
現
在
』
（
生
活

社
、
昭
和
十
五
〔
一
九
四
〇
〕
年
九
月
）
、
三
三
〇
頁
、
原
書
S
ir
C
h
a
rles

B
ell,

T
ib
et:

P
a
st

&
P
resen

t,
C
h
ea
p
ed
.（
L
o
n
d
o
n
:
H
u
m
p
h
rey
M
ilfo
rd
;
O
x
fo
rd

U
n
iv
ersity

P
ress,

1927）,
220

�221.
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
日
本
製
の
機
関
銃
、

小
銃
、
爆
弾
の
見
本
が
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
た
だ
し
こ
の
件

に
日
本
陸
軍
が
噛
ん
で
い
た
か
ど
う
か
、
ま
た
そ
れ
に
続
い
て
一
万
か
ら
一
万
五
千
挺

分
の
日
本
製
ラ
イ
フ
ル
銃
身
が
実
際
に
輸
入
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
あ
る
研
究
者
は
、
一
九
二
一
年
に
参
謀
本
部
が
イ
ン
ド
で
チ
ベ
ッ
ト
政
府
と
契

約
を
結
び
、
チ
ベ
ッ
ト
防
衛
の
た
め
武
器
と
弾
薬
を
売
却
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。
T
ieh
-T
sen
g
L
i,T

h
e
H
istorica

l
S
ta
tu
s
of

T
ib
et（
C
o
lu
m
b
ia

U
n
iv
ersity

,
N
ew
Y
o
rk
:
K
in
g
・s
C
ro
w
n
P
ress,

1956）,
158,

277.
同
書
の

新

版
T
ib
et:

tod
a
y
a
n
d
y
esterd

a
y（
N
ew
Y
o
rk
:
B
o
o
k
m
a
n
A
sso
cia
tes,

1960）,

158,
277.（

ど
ち
ら
も
記
述

内
容
は
同
一
。
）
そ
の

根
拠
と
す
る

資
料
は
一
九
三
二
年

九
月
二
十
八
日
付
・
在
上
海
総
領
事
サ
カ
イ
よ
り
Ｋ
・
内
田
〔
内
田
康
哉
外
相
〕
宛
電

報
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
の
上
海
総
領
事
は
サ
カ
イ
な
る
人
物
で
は
な
く
石
射
猪
太
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郎
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
別
の
研
究
者
は
、
日
本
人
が
チ
ベ
ッ
ト
に
武
器
を
供
給

し
た
、
一
九
二
〇
年
代
を
通
じ
て
か
な
り
の
量
の
武
器
が
モ
ン
ゴ
ル
経
由
で
輸
送
さ
れ

た
と
の
報
告
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
レ
ポ
ー
ト
に
は
確
証
が
な
い
と
し
て
い
る
。
P
a
u
l

H
y
er,

・Ja
p
a
n
ese

E
x
p
a
n
sio
n
a
n
d
T
ib
eta
n
In
d
ep
en
d
en
ce,・

in
L
i

N
a
ra
n
g
o
a
a
n
d
R
o
b
ert
C
rib
b
ed
s.,Im

p
eria

l
Ja
p
a
n
a
n
d
N
a
tion

a
l
Id
en

tities

in
A
sia

,
1895

�1945（
L
o
n
d
o
n
;
N
ew
Y
o
rk
:
R
o
u
tled
g
eC
u
rzo
n
,
2003）,

79.

（

175）
IO
R
L
/
P
S
/
11/

104
P
1087

N
o
.3038

M
a
jo
r
W
.L
.C
a
m
b
ell,B

ritish
T
ra
d
e

A
g
en
t,
G
y
a
n
tse
to
th
e
P
o
litica

l
O
fficer

in
S
ik
k
im
,
G
a
n
g
to
k
,
13
Ju
n
e

1916.

（

176）
IO
R
L
/
P
S
/
11/

104
P
1087

N
o
.3201

T
h
e
S
ecreta

ry
to
th
e
G
o
v
ern
m
en
t

o
f
In
d
ia
in
th
e
F
o
reig
n
a
n
d
P
o
litica

l
D
ep
a
rtm
en
t,S
im
la
to
th
e
P
o
litica

l

O
fficer

in
S
ik
k
im
,
G
a
n
g
to
k
,
29
Ju
n
e
1916

n
o
.338

�S.

（

177）
G
o
ld
stein

,
A

H
istory

of
M
od

ern
T
ib
et,

1913

�1951,
83

�84.

（

178）
IO
R
L
/
P
S
/
10/

1014
P
1420

M
a
jo
r
F
.
M
.
B
a
iley
,
P
o
litica

l
O
fficer

in

S
ik
k
im
to
th
e
S
ecreta

ry
to
th
e
G
o
v
ern
m
en
t
o
f
In
d
ia
in
th
e
F
o
reig
n

a
n
d
P
o
litica

l
D
ep
a
rtm
en
t,
D
elh
i,
D
a
ted
G
a
n
g
to
k
,
24
M
a
rch

1923.

（

179）
F
O
371/

9216
F
1436/

751/
10
F
o
reig
n
O
ffice

to
P
a
la
iret,

T
o
k
y
o
,
18
M
a
y

1923
n
o
.47.

（

180）
F
O
371/

9216
F
2638/

751/
10
P
a
la
iret（

T
o
k
y
o
）
to
th
e
M
a
rq
u
ess
C
u
rzo
n

o
f
K
ed
lesto

n
,A
u
g
u
st

3
1923

n
o
.426.

こ
の
矢
島
に
関
す
る
報
告
書
は
、
B
erry
,

T
h
e
R
isin

g
S
u
n
in

th
e
L
a
n
d
of

th
e
S
n
ow

s,
159

�160
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
、
そ
こ
で
は
外
務
省
か
ら
イ
ン
ド
省
に
転
送
さ
れ
た
コ
ピ
ー
で
あ
る
IO
R

L
/
P
S
/
10/

1014
P
3971

が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
同
じ
で
あ
る
。
興
味
深
い

資
料
の
た
め
、
本
稿
で
は
全
文
を
引
用
し
て
紹
介
す
る
。

（

181）
浅
田
『
世
界
無
銭
旅
行
者
矢
島
保
治
郎
』
二
三
―
二
六
頁
。

（

182）
F
O
371/

9216
F
2348/

751/
10
P
a
la
iret,

T
o
k
y
o
to
th
e
F
o
reig
n
O
ffice,

3

A
u
g
u
st

1923
n
o
.116.

（

183）
松
浦
正
孝
『
「
大
東
亜
戦
争
」
は
な
ぜ
起
き
た
の
か

汎
ア
ジ
ア
主
義
の
政
治
経

済
史

』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）、
二
三
九
、
九
一
一
頁
。

（

184）
F
O
371/

9216
F
2136/

751/
10
M
a
jo
r
F
.
M
.
B
a
iley
,
P
o
litica

l
O
fficer

in

S
ik
k
im
to
th
e
S
ecreta

ry
to
th
e
G
o
v
ern
m
en
t
o
f
In
d
ia
in
th
e
F
o
reig
n

a
n
d
P
o
litica

l
D
ep
a
rtm
en
t,
S
im
la
,
D
a
ted
G
a
n
g
to
k
,
9
Ju
n
e
1923.

（

185）
そ
の
ほ
か
に
一
九
二
四
年
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
者
の

�亮
三
郎
（
京
都
帝
国
大
学

教
授
）
が
ネ
パ
ー
ル
で
学
術
調
査
を
行
っ
た
と
き
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
カ
ル
カ
ッ
タ
の

警
察
副
長
官
は

�の
真
の
目
的
が
チ
ベ
ッ
ト
行
で
あ
る
と
疑
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
た
イ

ン
ド
政
庁
は
在
カ
ト
マ
ン
ズ
の
イ
ギ
リ
ス
代
表
を
通
じ
て
ネ
パ
ー
ル
側
に
、

�が
チ
ベ
ッ

ト
に
入
る
こ
と
が
な
い
よ
う
注
意
を
促
し
て
い
る
。
F
O
371/

10280
F
433/

433/
10

W
.G
.N
ea
le（
F
o
reig
n
a
n
d
P
o
litica

l
D
ep
a
rtm
en
t,G
o
v
ern
m
en
t
o
f
In
d
ia
）,

D
elh
i
to
L
ieu
ten
a
n
t
C
o
lo
n
el
W
.
F
.
T
.
O
・C
o
n
n
o
r,
B
ritish

E
n
v
o
y
a
t
th
e

C
o
u
rt
o
f
N
ep
a
l（
B
ritish

E
n
v
o
y
a
t
K
a
th
m
a
n
d
u
）,

22
Ja
n
u
a
ry

1924.

F
O
371/

10280
F
1150/

433/
10
H
is
E
x
cellen

cy
S
u
p
ra
d
ip
ta
M
a
n
y
a
b
a
r
G
en
-

era
l
S
ir
B
h
im
S
h
u
m
sh
ere
Ju
n
g
R
a
n
a
B
a
h
a
d
u
r,C
o
m
m
a
n
d
er
in
C
h
ief
o
f

N
ep
a
l
to
L
ieu
ten
a
n
t
C
o
lo
n
el
W
.
F
.
T
.
O
・C
o
n
n
o
r,
B
ritish

E
n
v
o
y
a
t
th
e

C
o
u
rt
o
f
N
ep
a
l,
7
F
eb
ru
a
ry

19
24.

し
か
し
イ
ン
ド
政
庁
側
の
防
御
は
完
璧
で
は
な
く
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
、
の

ち
に
写
真
家
と
し
て
有
名
に
な
る
長
谷
川
伝
次
郎
が
友
人
の
Ｖ
・
Ｓ
・
マ
サ
ジ
ー
と
と

も
に
イ
ン
ド
北
部
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
聖
地
カ
イ
ラ
ス
山
に
旅
行
し
た
ケ
ー
ス
が
あ

る
（
長
谷
川
伝
次
郎
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
旅
』
中
央
公
論
社
、
昭
和
七
〔
一
九
三
二
〕
年
八

月
を
参
照
）
。
こ
の
と
き
イ
ン
ド
政
庁
の
対
応
は
遅
れ
、
二
人
の
旅
行
を
知
っ
た
の
は

翌
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
シ
ッ
キ
ム
の
ベ
イ
リ
ー
政
務
官
は
ベ
ン
ガ
ル
東
国
境
横
断
制

限
法
違
反
に
も
と
づ
き
二
人
は
起
訴
さ
れ
る
べ
き
で
、
類
似
の
ケ
ー
ス
も
同
様
に
処
理

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
し
か
し
二
人
の
目
的
が
政
治
的
な
も
の
で
は

な
く
、
事
件
か
ら
相
当
の
月
日
が
経
っ
て
い
た
た
め
、
イ
ン
ド
政
庁
は
起
訴
し
な
い
こ

と
を
決
定
し
た
。
日
本
人
の
チ
ベ
ッ
ト
潜
入
を
警
戒
し
て
い
て
も
、
シ
ッ
キ
ム
や
ネ
パ
ー

ル
経
由
と
ま
っ
た
く
異
な
る
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
監
視
が
手
薄
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
F
O
371/

13216
F
1722/

2
36/

10
F
.
M
.
B
a
il ey（

S
ik
k
im
A
g
en
cy
O
f-

fice,
G
a
n
g
to
k
,
S
ik
k
im
）,
C
a
m
p
S
h
illo
n
g
to
J.
G
.
A
ch
eso
n（
D
ep
u
ty
S
ec-

reta
ry
to
th
e
G
o
v
ern
m
en
t
o
f
In
d
ia
in
th
e
F
o
reig
n
a
n
d
P
o
litica

l
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D
ep
a
rtm
en
t）,

21
F
eb
ru
a
ry

1928
D
.
O
.
N
o
.111/

P
.
F
O
371/

13216

F
1722/

236/
10
J.
G
.
A
ch
eso
n
（
F
o
reig
n
a
n
d
P
o
litica

l
D
ep
a
rtm
en
t,
N
ew

D
elh
i）
to
L
ie
u
ten
a
n
t
C
o
lo
n
el
F
.
M
.
B
a
iley
,
P
o
litica

l
O
fficer

in
S
ik
k
im
,

22
M
a
rch

1928
D
.
O
N
o
.64

�X.

（

186）
F
O
371/

12405
F
4278/

2/
10
S
ir
Jo
h
n
T
illey

,
T
o
k
y
o
to
S
ir
A
u
sten

C
h
a
m
b
erla
in
,
30
M
a
rch

1927
n
o
.193.

（

187）
IO
R
L
/
P
S
/
12/

2305
C
o
ll
11/

18
B
ritish

M
issio

n
,
L
h
a
sa
to
th
e
P
o
litica

l

O
fficer

in
S
ik
k
im
,
G
a
n
g
to
k
,
2
A
p
ril

1941
n
o
.3（

1）

�L/
41/

186.

�付記

�本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
平
成
二
十
八
年
度
・
拓
殖
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研

究
助
成
金
を
活
用
さ
せ
て
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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